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はは
じじ
めめ
にに  

  

浅
井
長
政
像
は
、
近
江
小
谷
城
主
浅
井
氏
の
三
代
長
政
を
像
主
と
す
る
肖
像
画
で

あ
る
。
十
六
点
が
現
存
す
る
。
そ
の
内
訳
は
掛
軸
装
と
し
た
十
三
幅
と
、
冊
子
と
し

て
綴
ら
れ
た
三
枚
で
あ
る
。
ま
た
、
実
は
長
政
像
と
推
定
で
き
る
伝
井
口
弾
正
（
経

元
）
像
と
伝
浅
井
久
政
像
の
二
幅
を
含
め
る
と
十
八
点
が
現
存
し
、
模
写
関
係
か
ら

過
去
に
実
在
し
た
と
推
定
で
き
る
三
幅
を
含
め
れ
ば
、
長
政
像
は
こ
れ
ま
で
に
都
合

二
一
点
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

長
政
像
は
大
き
く
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
系
列
に
分
類
で
き
る
（
表
１
、
図
１
）
。
系
列
と

は
原
本
を
起
点
と
し
た
模
写
関
係
の
系
統
を
い
う
か
ら
、
当
初
の
原
本
は
三
点
し
か

存
在
せ
ず
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
模
写
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
三
点

の
原
本
は
い
ず
れ
も
本
来
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
に
伝
来
し
た
。
Ａ
系
列
像
の
原
本
は

徳
勝
寺
の
Ａ
１
像
（
巻
頭
写
真
１
、
現
在
は
小
谷
城
址
保
勝
会
蔵
）
、
Ｂ
系
列
像
の
原

本
は
高
野
山
持
明
院
の
Ｂ
１
像
、
Ｃ
系
列
像
の
原
本
は
京
都
養
源
院
の
Ｃ
１
像
で
あ

る
。
制
作
年
代
は
列
記
し
た
順
に
古
く
、
Ａ
１
像
が
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
、
Ｂ
１

像
が
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
、
Ｃ
１
像
が
寛
永
九
～
十
二
年
（
一
六
三
二
～
一
六

三
五
）
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
長
政
像
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
書
類
や
絵
画
等
は
立
体
物
に
較
べ
て
模
造

（
模
写
）
が
容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
取
り
扱
う
場
合
、
ま
ず
は
そ
れ

が
原
本
か
模
本
か
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
前
者
に
大
き
な

価
値
を
認
め
て
研
究
を
進
め
、
模
本
は
原
本
の
研
究
が
で
き
な
い
場
合
の
代
用
、
あ

る
い
は
原
本
研
究
の
補
足
や
参
考
と
す
る
場
合
に
限
り
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
が

多
い
。
と
り
わ
け
長
政
像
に
つ
い
て
は
明
治
時
代
以
降
に
研
究
機
関
等
で
制
作
さ
れ

た
模
本
を
除
け
ば
、
原
本
に
し
か
賛
が
な
い
た
め
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
Ａ
１
像
と
Ｂ
１
像
は
明
治
時
代
以
降
に
研
究
資
料
と
し
て
現
状
模
写
さ
れ

る
一
方
、
昭
和
時
代
初
期
に
は
資
料
紹
介
さ
れ
て
研
究
の
俎
上
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な

っ
た
（
一
）
。
他
方
、
Ｃ
１
像
に
は
賛
が
な
い
た
め
か
、
そ
れ
ら
よ
り
も
か
な
り
遅
い
昭

和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
な
っ
て
は
じ
め
て
資
料
紹
介
さ
れ
（
二
）
、
本
格
的
な
研
究

の
登
場
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
三
）
。
そ
し

て
、
こ
の
一
連
の
研
究
で
は
賛
（
史
料
１
、
３
）
や
関
係
史
料
（
史
料
５
）
等
の
検

討
か
ら
、
肖
像
画
の
制
作
目
的
や
背
景
、
経
緯
、
発
注
者
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
ま
た
肖
像
画
そ
の
も
の
か
ら
像
主
と
の
肖
似
性
や
制
作
絵
師
を
推
定
す
る
こ
と

に
関
心
が
集
ま
っ
た
。 

 

一
方
の
模
本
に
つ
い
て
は
山
根
有
三
氏
が
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
Ｂ
５
像

に
関
心
を
寄
せ
た
例
が
は
や
い
も
の
の
、
本
格
的
な
資
料
紹
介
は
平
成
時
代
に
な
っ

て
か
ら
進
展
し
た
。
す
な
わ
ち
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
の
Ａ
８
像
（
四
）
、
平
成
十
年

の
Ｂ
５
像
（
五
）
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
Ｂ
２
像
（
六
）
、（
巻
頭
写
真
２
）
、
平

成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
刊
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』（
七
）

で
は
一
挙
に
Ａ
２
、

５
、
１
０
像
や
Ｂ
６
、
７
像
が
新
た
に
資
料
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
森
岡
栄
一
氏

が
そ
れ
を
も
と
に
執
筆
し
た
コ
ラ
ム
こ
そ
、
現
時
点
に
お
い
て
長
政
像
の
全
体
の
様

浅浅
井井
長長
政政
像像
のの
成成
立立
とと
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開開  
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０
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７
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介
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岡
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相
を
概
観
し
た
唯
一
の
研
究
（
八
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
長
政
像
の
研
究
は
ま
だ
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
如
上
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
Ａ
７
像
（
巻
頭
写
真
３
、
本
文
写
真
４
）
、
Ａ

９
像
（
本
文
写
真
５
）
、
を
新
た
な
研
究
資
料
に
加
え
つ
つ
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
像
そ

れ
ぞ
れ
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

あ
た
っ
て
の
分
析
の
視
点
は
肖
像
画
の
模
本
に
は
そ
の
模
写
の
目
的
が
あ
り
、
模
本

は
そ
の
目
的
を
果
た
す
べ
く
実
際
に
歴
史
的
に
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
数
多
く
あ
る
長
政
像
の
模
本
も
含
め
て
研
究
す
る
こ
と
で
、
天
正
元
年
九
月

一
日
の
長
政
没
後
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
の
長
政
像
が
ど
の
よ
う
な
人
々
の
ど
の
よ
う

な
意
思
（
心
情
）
を
背
景
に
、
相
互
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
つ
つ
展
開
し
た
か
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

一一
、、
ＡＡ
系系
列列
のの
長長
政政
像像  

  

（（
一一
））
徳徳
勝勝
寺寺
のの
概概
要要  

 

徳
勝
寺
は
浅
井
氏
の
旧
領
国
に
お
け
る
菩
提
寺
で
あ
る
（
九
）
。
曹
洞
宗
で
あ
る
。
永

正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五
二
〇
）
頃
、
初
代
亮
政
が
坂
田
郡
堀
部
（
長
浜
市
堀
部

町
）
医
王
寺
五
世
龍
山
殊
源
を
浅
井
氏
の
本
貫
地
で
あ
る
丁
野
郷
に
招
い
て
開
創
し

た
。
そ
の
後
、
亮
政
が
小
谷
城
を
築
く
に
及
び
、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
一
五
二

七
）
頃
、
小
谷
城
清
水
谷
に
移
転
し
て
浅
井
氏
の
近
く
に
あ
り
、
浅
井
氏
当
主
は
寺

の
長
老
と
と
も
に
寺
の
経
営
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
天
文
二
四
年
（
一

五
五
五
）
十
月
十
日
付
け
浅
井
久
政
書
状
等
（
一
〇
）
。
そ
し
て
、
亮
政
は
開
山
龍
山
、

二
代
久
政
は
二
世
茂
堂
祖
永
、
三
代
長
政
は
三
世
雄
山
英
種
の
血
脈
の
弟
子
と
な
る

と
と
も
に
（
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
（
一
一
）
）
、
浅
井
氏
一

族
や
関
係
者
ら
が
徳
勝
寺
に
お
い
て
戒
を
受
け
て
い
る
（
徳
勝
寺
授
戒
帳
（
一
二
）
）
。 

 

天
正
元
年
九
月
一
日
、
長
政
が
織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
て
自
害
し
浅
井
氏
が
滅
ぶ

と
、
小
谷
城
は
羽
柴
秀
吉
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
徳
勝
寺
の
処
遇
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
の
ち
に
浅
井
郡
下
八
木
村
（
長
浜
市
下
八
木
町
）
に
振
り
替
え
ら
れ

て
徳
勝
寺
が
継
受
す
る
井
口
村
（
一
三
）

内
の
寺
領
三
十
石
は
、
天
正
四
年
に
徳
勝
寺
の

本
寺
で
あ
る
医
王
寺
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
（
天
正
四
年
十
月
十
五
日
付
け
羽
柴
秀
吉

寄
進
状
（
一
四
）
）
。
そ
し
て
、
徳
勝
寺
の
長
浜
へ
の
移
転
が
か
な
う
時
期
は
諸
寺
に
較
べ

て
か
な
り
遅
く
、
長
浜
城
北
土
居
下
に
「
法
花
堂
之
屋
敷
」
を
与
え
ら
れ
た
天
正
九

年
（
一
五
八
一
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。
同
じ
く
清
水
谷
に
あ
っ
た
知
善

院
が
は
や
く
も
天
正
四
年
に
長
浜
に
移
転
し
、
同
年
に
は
主
だ
っ
た
社
寺
が
寺
領
を

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
（
天
正
四
年
十
月
二
一
日
付
け
豊
臣
秀
吉
寄

進
状
写
（
一
五
）
）
、
徳
勝
寺
は
表
向
き
は
か
な
り
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
背
景
に
は
お
そ
ら
く
信
長
の
長
政
に
対
す
る
相
当
な
憎
悪
が
あ
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
二
年
正
月
一
日
、
朝
倉
義
景
と
浅
井
父
子
（
久
政
と
長
政
）

の
首
「
已
上
、
三
ツ
薄
濃
に
し
て
公
卿
に
居
ゑ
置
き
、
御
肴
に
出
さ
れ
候
て
御
酒
宴
、

各
御
謡
御
遊
興
、
千
々
万
々
目
出
度
御
存
分
に
任
せ
ら
れ
御
悦
び
な
り
」
と
い
う
（
『
信

長
公
記
』
天
正
二
年
正
月
一
日
条
（
一
六
）
）
。
そ
う
し
た
憎
悪
が
冷
め
や
ら
ぬ
天
正
二
年

九
月
一
日
、
徳
勝
寺
は
長
政
の
一
周
忌
法
要
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
史
料
１
）
。
浅
井

氏
時
代
、
徳
勝
寺
は
清
水
谷
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
は
遅
く
と
も
天
正

三
年
中
ま
で
は
信
長
の
一
将
た
る
秀
吉
の
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら
（
一
七
）
、
そ
こ
で
の
長

政
一
周
忌
法
要
の
執
行
は
当
然
は
ば
か
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
徳
勝
寺
が
清
水
谷
を
退
転

し
、
別
場
所
で
長
政
一
周
忌
法
要
を
執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
の
候
補
地
は

上
述
の
徳
勝
寺
元
屋
敷
（
開
創
地
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
Ａ
１
像
は
そ
こ
で

の
法
要
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
後
、
徳
勝
寺
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
羽
柴
秀
勝
か
ら
長
浜
城
北
土
居

下
に
屋
敷
地
を
寄
進
さ
れ
て
移
転
し
（
（
天
正
九
年
）
七
月
十
五
日
付
け
羽
柴
秀
勝
寄

進
状
（
一
八
）
）
、
つ
い
で
内
藤
信
成
が
城
主
で
あ
っ
た
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
城

外
田
町
へ
移
転
し
た
。
そ
し
て
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
〇
）
七
月
一
日
付
け
で
徳
勝

寺
五
世
楊
巌
文
洲
が
崇
源
院
（
長
政
三
女
、
江
、
徳
川
秀
忠
室
）
ち
か
く
に
提
出
し

た
願
書
に
よ
る
と
（
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
）
、
天
正
元
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年
の
小
谷
落
城
か
ら
慶
長
十
六
年
ま
で
の
三
八
年
間
、
徳
勝
寺
で
は
一
日
も
勤
行
、

茶
湯
を
怠
ら
ず
浅
井
氏
三
代
の
弔
い
を
続
け
て
き
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
に
は
長
政
の
五
十
回
忌
法
要
を
執
行
し
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七

二
）
の
長
政
百
回
忌
に
あ
た
っ
て
は
平
方
村
の
現
在
地
に
移
転
し
寺
観
を
整
え
て
い

る
。
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
長
政
一
五
〇
回
忌
、
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
に
長
政
二
五
〇
回
忌
、
ま
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
は

亮
政
三
〇
〇
回
忌
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
亮
政
四
〇
〇
回
忌
と
節
目
ご

と
に
大
法
要
を
執
行
し
て
い
る
（
一
九
）
。 

浅
井
氏
滅
亡
後
、
徳
勝
寺
は
供
養
の
寺
と
し
て
の
機
能
を
色
濃
く
も
つ
よ
う
に
な

り
（
二
〇
）
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
に
お
い
て
浅
井
氏
の

追
慕
、
供
養
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
起
源
が
Ａ
１

像
を
掲
げ
た
天
正
二
年
の
丁
野
郷
に
お
け
る
一
周
忌
法
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（（
二二
））
長長
政政
のの
戒戒
名名  

Ａ
１
像
に
は
徳
勝
寺
四
世
源
秀
崇
麻
香
に
よ
る
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
下

旬
の
賛
が
あ
る
（
史
料
１
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
像
主
の
「
天
英
宗
清
居
士
」
は
「
浅

井
備
前
守
長
政
」
で
あ
り
、「
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参
暮
請
、
孜
々
而
需

擧
多
般
公
案
、
依
之
授
十
六
條
之
羯
磨
、
被
附
天
英
宗
清
居
士
矣
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
の
戒
名
は
長
政
の
参
禅
の
師
で
あ
っ
た
徳
勝
寺
三
世
雄
山
英
種
が
名
付
け
た
こ
と

が
わ
か
る
。
長
政
の
戒
名
と
し
て
は
こ
の
天
英
宗
清
が
広
く
知
ら
れ
る
。
後
述
の
Ｂ

１
像
賛
（
史
料
３
）
に
「
天
英
宗
清
大
居
士
」
と
あ
り
、
高
野
山
持
明
院
の
近
江
国

浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
（
二
一
）

に
も
「
徳
勝
寺
殿 

天
英
宗
清
禅
定
門
」
と
あ
る
。

そ
し
て
、
『
浅
井
三
代
記
』（
二
二
）

に
「
徳
勝
寺
殿
天
英
宗
清
大
居
士
」
、
小
谷
城
絵
図

B
9

に
も
「
徳
勝
寺
殿
天
黄
（
英
）
宗
清
大
居
士
」
と
見
え
て
い
る
（
二
三
）
。 

そ
の
一
方
、
長
政
は
相
国
寺
九
一
世
仁
恕
集
堯
か
ら
「
文
英
一
雄
」
の
戒
名
を
得

て
い
る
（
史
料
２
）（
二
四
）
。「
永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
」（
元
亀
元
年
二
月
十
八
日
）
の

こ
と
で
あ
る
。
雄
山
に
よ
る
天
英
宗
清
の
戒
名
授
与
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八

月
下
旬
以
前
と
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、『
東
浅
井
郡
志
』
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
徳

勝
寺
授
戒
帳
は
雄
山
に
よ
る
授
戒
者
を
「
細
大
遺
す
所
な
く
記
し
あ
れ
ど
、
そ
の
中

に
天
英
宗
清
の
名
見
え
ざ
る
」
と
指
摘
し
（
二
五
）
、
信
長
と
干
戈
を
交
え
た
元
亀
年
間
、

長
政
は
雄
山
の
も
と
に
参
禅
す
る
機
会
が
ほ
ぼ
な
い
ま
ま
小
谷
落
城
が
迫
っ
た
と
き
、

長
政
の
死
後
の
名
誉
の
た
め
に
「
雄
山
が
集
堯
の
命
名
せ
る
文
英
一
雄
の
法
号
あ
る

を
知
ら
ず
し
て
、
新
た
に
天
英
宗
清
と
命
名
せ
し
」
と
考
え
て
い
る
。 

 

『
東
浅
井
郡
志
』
の
如
上
の
推
定
の
蓋
然
性
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
文
英
一
雄
の
戒
名
が
長
政
の
周
辺
に
お
い
て
す
ら
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
天
英
宗
清
の
戒
名
を
先
ん
じ
て
得
て
い
た
と
し
て
も
、
わ
ざ
わ

ざ
京
都
に
使
を
送
っ
て
得
た
戒
名
は
も
っ
と
広
く
喧
伝
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
そ
う
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
文
英
一
雄
の
戒
名
授
与
は
元
亀
元
年
二
月
十
八
日
で

あ
る
。
長
政
は
そ
の
約
二
月
後
（
元
亀
元
年
四
月
下
旬
）
に
、
信
長
に
反
旗
を
翻
し

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
長
政
が
こ
の
頃
す
で
に
決
死
の
覚
悟
を
も
っ

て
信
長
に
反
す
る
こ
と
を
、
人
知
れ
ず
決
意
し
て
い
た
予
兆
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。 

  

（（
三三
））
ＡＡ
１１
像像
のの
特特
徴徴  

Ａ
１
像
賛
（
史
料
１
）
に
よ
る
と
、
小
谷
落
城
と
と
も
に
自
害
し
た
長
政
の
一
周

忌
法
要
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
遺
像
が
な
い
の
で
、
こ
の
肖
像
画
を
京
都
の
絵
師

に
描
か
せ
た
と
あ
る
。
像
主
や
制
作
の
年
代
、
目
的
が
明
確
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

賛
を
素
直
に
読
め
ば
、
発
注
者
は
徳
勝
寺
な
い
し
源
秀
自
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
制
作
絵
師
は
土
佐
光
吉
と
す
る
意
見
（
二
六
）

も
あ
る
。
Ａ
１
像
は
Ａ
系
列
像
の
原

本
で
あ
り
、
他
系
列
像
を
含
め
た
す
べ
て
の
長
政
像
の
な
か
で
も
最
古
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。 

像
容
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
。
装
束
は
直
垂
の
上
下
を
着
用
す
る
。
直
垂
は
濃
茶
色
地
の
全
面
に
亀
甲
紋

繋
ぎ
を
描
き
、
肩
部
等
の
要
所
に
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す
る
。
左

を
概
観
し
た
唯
一
の
研
究
（
八
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
長
政
像
の
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
如
上
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
Ａ
７
像
（
巻
頭
写
真
３
、
本
文
写
真
４
）
、

Ａ
９
像
（
本
文
写
真
５
）
を
新
た
な
研
究
資
料
に
加
え
つ
つ
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
像

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
あ
た
っ
て
の
分
析
の
視
点
は
肖
像
画
の
模
本
に
は
そ
の
模
写
の
目
的
が
あ
り
、
模

本
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
べ
く
実
際
に
歴
史
的
に
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
数
多
く
あ
る
長
政
像
の
模
本
も
含
め
て
研
究
す
る
こ
と
で
、
天
正
元
年
九

月
一
日
の
長
政
没
後
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
の
長
政
像
が
ど
の
よ
う
な
人
々
（
集
団
）

の
ど
の
よ
う
な
心
情
（
意
思
）
を
背
景
に
、
相
互
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
つ
つ
展

開
し
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
Ａ
系
列
の
長
政
像

一
、
Ａ
系
列
の
長
政
像

（
一
）
徳
勝
寺
の
概
要

（
一
）
徳
勝
寺
の
概
要

　

徳
勝
寺
は
浅
井
氏
の
旧
領
国
に
お
け
る
菩
提
寺
で
あ
る

（
九
）

。
曹
洞
宗
で
あ
る
。
永

正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五
二
〇
）
頃
、
初
代
亮
政
が
坂
田
郡
堀
部
（
長
浜
市
堀
部
町
）

医
王
寺
五
世
龍
山
殊
源
を
浅
井
氏
の
本
貫
地
で
あ
る
丁
野
郷
に
招
い
て
開
創
し
た
。

そ
の
後
、
亮
政
が
小
谷
城
を
築
く
に
及
び
、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
一
五
二
七
）
頃
、

小
谷
城
清
水
谷
に
移
転
し
て
浅
井
氏
の
近
く
に
あ
り
、
浅
井
氏
当
主
は
寺
の
長
老
と

と
も
に
寺
の
経
営
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）

十
月
十
日
付
け
浅
井
久
政
書
状
等

（
一
〇
）

）
。
そ
し
て
、
亮
政
は
開
山
龍
山
、
二
代
久
政

は
二
世
茂
堂
祖
永
、
三
代
長
政
は
三
世
雄
山
英
種
の
血
脈
の
弟
子
と
な
る
と
と
も
に

（
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書

（
一
一
）

）
、
浅
井
氏
一
族
や
関
係

者
ら
が
徳
勝
寺
に
お
い
て
戒
を
受
け
て
い
る
（
徳
勝
寺
授
戒
帳

（
一
二
）

）
。

　

天
正
元
年
九
月
一
日
、
長
政
が
織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
て
自
害
し
浅
井
氏
が
滅
ぶ

と
、
小
谷
城
は
羽
柴
秀
吉
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
徳
勝
寺
の
処
遇
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
の
ち
に
浅
井
郡
下
八
木
村
（
長
浜
市
下
八
木
町
）
に
振
り
替
え
ら
れ

て
徳
勝
寺
が
継
受
す
る
井
口
村

（
一
三
）

内
の
寺
領
三
十
石
は
、
天
正
四
年
に
徳
勝
寺
の

本
寺
で
あ
る
医
王
寺
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
（
天
正
四
年
十
月
十
五
日
付
け
羽
柴
秀
吉

寄
進
状

（
一
四
）

）
。
そ
し
て
、
徳
勝
寺
の
長
浜
へ
の
移
転
が
か
な
う
時
期
は
諸
寺
に
較
べ

て
か
な
り
遅
く
、
長
浜
城
北
土
居
下
に
「
法
花
堂
之
屋
敷
」
を
与
え
ら
れ
た
天
正
九

年
（
一
五
八
一
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。
同
じ
く
清
水
谷
に
あ
っ
た
知

善
院
が
は
や
く
も
天
正
四
年
に
長
浜
に
移
転
し
、
同
年
に
は
主
だ
っ
た
社
寺
が
寺
領

を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
（
天
正
四
年
十
月
二
一
日
付
け
豊
臣
秀
吉

寄
進
状
写

（
一
五
）

）
、
徳
勝
寺
は
表
向
き
は
か
な
り
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
背
景
に
は
お
そ
ら
く
信
長
の
長
政
に
対
す
る
相
当
な
憎
悪
が
あ
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
二
年
正
月
一
日
、
信
長
は
朝
倉
義
景
と
浅
井
父
子
（
久
政

と
長
政
）
の
首
「
已
上
、
三
ツ
薄
濃
に
し
て
公
卿
に
居
ゑ
置
き
、
御
肴
に
出
さ
れ
候

て
御
酒
宴
、
各
御
謡
御
遊
興
、
千
々
万
々
目
出
度
御
存
分
に
任
せ
ら
れ
御
悦
び
な
り
」

と
い
う
（
『
信
長
公
記
』
天
正
二
年
正
月
一
日
条

（
一
六
）

）
。
そ
う
し
た
憎
悪
が
冷
め
や

ら
ぬ
天
正
二
年
九
月
一
日
、
徳
勝
寺
は
長
政
の
一
周
忌
法
要
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
史

料
１
）
。
浅
井
氏
時
代
、
徳
勝
寺
は
清
水
谷
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
は

遅
く
と
も
天
正
三
年
中
ま
で
は
信
長
の
一
将
た
る
秀
吉
の
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら

（
一
七
）

、

そ
こ
で
の
長
政
一
周
忌
法
要
の
執
行
は
当
然
は
ば
か
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
徳
勝
寺
が
清

水
谷
を
退
転
し
、
別
場
所
で
長
政
一
周
忌
法
要
を
執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
第
一

の
候
補
地
は
上
述
の
徳
勝
寺
元
屋
敷
（
開
創
地
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
Ａ
１

像
は
そ
こ
で
の
法
要
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
徳
勝
寺
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
羽
柴
秀
勝
か
ら
長
浜
城
北
土
居

下
に
屋
敷
地
を
寄
進
さ
れ
て
移
転
し
（
（
天
正
九
年
）
七
月
十
五
日
付
け
羽
柴
秀
勝

寄
進
状

（
一
八
）

）
、
つ
い
で
内
藤
信
成
が
城
主
で
あ
っ
た
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に

城
外
田
町
へ
移
転
し
た
。
そ
し
て
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
〇
）
七
月
一
日
付
け
で
徳

勝
寺
五
世
楊
巌
文
洲
が
崇
源
院
（
長
政
三
女
、
江
、
徳
川
秀
忠
室
）
ち
か
く
に
提
出

し
た
願
書
（
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
）
に
よ
る
と
、
天
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年
の
小
谷
落
城
か
ら
慶
長
十
六
年
ま
で
の
三
八
年
間
、
徳
勝
寺
で
は
一
日
も
勤
行
、

茶
湯
を
怠
ら
ず
浅
井
氏
三
代
の
弔
い
を
続
け
て
き
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
に
は
長
政
の
五
十
回
忌
法
要
を
執
行
し
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七

二
）
の
長
政
百
回
忌
に
あ
た
っ
て
は
平
方
村
の
現
在
地
に
移
転
し
寺
観
を
整
え
て
い

る
。
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
長
政
一
五
〇
回
忌
、
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
に
長
政
二
五
〇
回
忌
、
ま
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
は

亮
政
三
〇
〇
回
忌
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
亮
政
四
〇
〇
回
忌
と
節
目
ご

と
に
大
法
要
を
執
行
し
て
い
る
（
一
九
）
。 

浅
井
氏
滅
亡
後
、
徳
勝
寺
は
供
養
の
寺
と
し
て
の
機
能
を
色
濃
く
も
つ
よ
う
に
な

り
（
二
〇
）
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
に
お
い
て
浅
井
氏
の

追
慕
、
供
養
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
起
源
が
Ａ
１

像
を
掲
げ
た
天
正
二
年
の
丁
野
郷
に
お
け
る
一
周
忌
法
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（（
二二
））
長長
政政
のの
戒戒
名名  

Ａ
１
像
に
は
徳
勝
寺
四
世
源
秀
崇
麻
香
に
よ
る
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
下

旬
の
賛
が
あ
る
（
史
料
１
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
像
主
の
「
天
英
宗
清
居
士
」
は
「
浅

井
備
前
守
長
政
」
で
あ
り
、「
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参
暮
請
、
孜
々
而
需

擧
多
般
公
案
、
依
之
授
十
六
條
之
羯
磨
、
被
附
天
英
宗
清
居
士
矣
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
の
戒
名
は
長
政
の
参
禅
の
師
で
あ
っ
た
徳
勝
寺
三
世
雄
山
英
種
が
名
付
け
た
こ
と

が
わ
か
る
。
長
政
の
戒
名
と
し
て
は
こ
の
天
英
宗
清
が
広
く
知
ら
れ
る
。
後
述
の
Ｂ

１
像
賛
（
史
料
３
）
に
「
天
英
宗
清
大
居
士
」
と
あ
り
、
高
野
山
持
明
院
の
近
江
国

浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
（
二
一
）

に
も
「
徳
勝
寺
殿 

天
英
宗
清
禅
定
門
」
と
あ
る
。

そ
し
て
、
『
浅
井
三
代
記
』（
二
二
）

に
「
徳
勝
寺
殿
天
英
宗
清
大
居
士
」
、
小
谷
城
絵
図

B
9

に
も
「
徳
勝
寺
殿
天
黄
（
英
）
宗
清
大
居
士
」
と
見
え
て
い
る
（
二
三
）
。 

そ
の
一
方
、
長
政
は
相
国
寺
九
一
世
仁
恕
集
堯
か
ら
「
文
英
一
雄
」
の
戒
名
を
得

て
い
る
（
史
料
２
）（
二
四
）
。「
永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
」（
元
亀
元
年
二
月
十
八
日
）
の

こ
と
で
あ
る
。
雄
山
に
よ
る
天
英
宗
清
の
戒
名
授
与
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八

月
下
旬
以
前
と
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、『
東
浅
井
郡
志
』
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
徳

勝
寺
授
戒
帳
は
雄
山
に
よ
る
授
戒
者
を
「
細
大
遺
す
所
な
く
記
し
あ
れ
ど
、
そ
の
中

に
天
英
宗
清
の
名
見
え
ざ
る
」
と
指
摘
し
（
二
五
）
、
信
長
と
干
戈
を
交
え
た
元
亀
年
間
、

長
政
は
雄
山
の
も
と
に
参
禅
す
る
機
会
が
ほ
ぼ
な
い
ま
ま
小
谷
落
城
が
迫
っ
た
と
き
、

長
政
の
死
後
の
名
誉
の
た
め
に
「
雄
山
が
集
堯
の
命
名
せ
る
文
英
一
雄
の
法
号
あ
る

を
知
ら
ず
し
て
、
新
た
に
天
英
宗
清
と
命
名
せ
し
」
と
考
え
て
い
る
。 

 

『
東
浅
井
郡
志
』
の
如
上
の
推
定
の
蓋
然
性
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
文
英
一
雄
の
戒
名
が
長
政
の
周
辺
に
お
い
て
す
ら
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
天
英
宗
清
の
戒
名
を
先
ん
じ
て
得
て
い
た
と
し
て
も
、
わ
ざ
わ

ざ
京
都
に
使
を
送
っ
て
得
た
戒
名
は
も
っ
と
広
く
喧
伝
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
そ
う
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
文
英
一
雄
の
戒
名
授
与
は
元
亀
元
年
二
月
十
八
日
で

あ
る
。
長
政
は
そ
の
約
二
月
後
（
元
亀
元
年
四
月
下
旬
）
に
、
信
長
に
反
旗
を
翻
し

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
長
政
が
こ
の
頃
す
で
に
決
死
の
覚
悟
を
も
っ

て
信
長
に
反
す
る
こ
と
を
、
人
知
れ
ず
決
意
し
て
い
た
予
兆
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。 

  

（（
三三
））
ＡＡ
１１
像像
のの
特特
徴徴  

Ａ
１
像
賛
（
史
料
１
）
に
よ
る
と
、
小
谷
落
城
と
と
も
に
自
害
し
た
長
政
の
一
周

忌
法
要
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
遺
像
が
な
い
の
で
、
こ
の
肖
像
画
を
京
都
の
絵
師

に
描
か
せ
た
と
あ
る
。
像
主
や
制
作
の
年
代
、
目
的
が
明
確
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

賛
を
素
直
に
読
め
ば
、
発
注
者
は
徳
勝
寺
な
い
し
源
秀
自
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
制
作
絵
師
は
土
佐
光
吉
と
す
る
意
見
（
二
六
）

も
あ
る
。
Ａ
１
像
は
Ａ
系
列
像
の
原

本
で
あ
り
、
他
系
列
像
を
含
め
た
す
べ
て
の
長
政
像
の
な
か
で
も
最
古
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。 

像
容
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
。
装
束
は
直
垂
の
上
下
を
着
用
す
る
。
直
垂
は
濃
茶
色
地
の
全
面
に
亀
甲
紋

繋
ぎ
を
描
き
、
肩
部
等
の
要
所
に
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す
る
。
左

正
元
年
の
小
谷
落
城
か
ら
慶
長
十
六
年
ま
で
の
三
八
年
間
、
徳
勝
寺
で
は
一
日
も
勤

行
、
茶
湯
を
怠
ら
ず
浅
井
氏
三
代
の
弔
い
を
続
け
て
き
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
元

和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
は
長
政
の
五
十
回
忌
法
要
を
執
行
し
、
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）
の
長
政
百
回
忌
に
あ
た
っ
て
は
平
方
村
の
現
在
地
に
移
転
し
寺
観
を

整
え
て
い
る
。
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
長
政
一
五
〇
回
忌
、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
長
政
二
五
〇
回
忌
、
ま
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

に
は
亮
政
三
〇
〇
回
忌
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
亮
政
四
〇
〇
回
忌
と
節

目
ご
と
に
大
法
要
を
執
行
し
て
い
る

（
一
九
）

。

　

浅
井
氏
滅
亡
後
、
徳
勝
寺
は
供
養
の
寺
と
し
て
の
機
能
を
色
濃
く
も
つ
よ
う
に
な

り
（
二
〇
）

、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
に
お
い
て
浅
井
氏
の

追
慕
、
供
養
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
起
源
が
Ａ
１

像
を
掲
げ
た
天
正
二
年
の
丁
野
郷
に
お
け
る
一
周
忌
法
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
二
）
長
政
の
戒
名

（
二
）
長
政
の
戒
名

　

Ａ
１
像
に
は
徳
勝
寺
四
世
源
秀
崇
麻
香
に
よ
る
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
下

旬
の
賛
が
あ
る
（
史
料
１
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
像
主
の
「
天
英
宗
清
居
士
」
は
「
浅

井
備
前
守
長
政
」
で
あ
り
、
「
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参
暮
請
、
孜
々
而

需
擧
多
般
公
案
、
依
之
授
十
六
條
之
羯
磨
、
被
附
天
英
宗
清
居
士
矣
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
の
戒
名
は
長
政
の
参
禅
の
師
で
あ
っ
た
徳
勝
寺
三
世
雄
山
英
種
が
名
付
け
た
こ
と

が
わ
か
る
。
長
政
の
戒
名
と
し
て
は
こ
の
天
英
宗
清
が
広
く
知
ら
れ
る
。
後
述
の
Ｂ

１
像
賛
（
史
料
３
）
に
「
天
英
宗
清
大
居
士
」
と
あ
り
、
高
野
山
持
明
院
の
近
江
国

浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳

（
二
一
）

に
も
「
徳
勝
寺
殿　

天
英
宗
清
禅
定
門
」
と
あ
る
。

そ
し
て
、『
浅
井
三
代
記
』

（
二
二
）

に
「
徳
勝
寺
殿
天
英
宗
清
大
居
士
」
、
小
谷
城
絵
図

Ｂ
９
に
も
「
徳
勝
寺
殿
天
黄
（
英
）
宗
清
大
居
士
」
と
見
え
て
い
る

（
二
三
）

。

　

そ
の
一
方
、
長
政
は
相
国
寺
九
一
世
仁
恕
集
堯
か
ら
「
文
英
一
雄
」
の
戒
名
を
得

て
い
る
（
史
料
２
）

（
二
四
）

。
「
永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
」
（
元
亀
元
年
二
月
十
八
日
）

の
こ
と
で
あ
る
。
雄
山
に
よ
る
天
英
宗
清
の
戒
名
授
与
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）

八
月
下
旬
以
前
と
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
『
東
浅
井
郡
志
』
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

徳
勝
寺
授
戒
帳
は
雄
山
に
よ
る
授
戒
者
を
「
細
大
遺
す
所
な
く
記
し
あ
れ
ど
、
そ
の

中
に
天
英
宗
清
の
名
見
え
ざ
る
」
と
指
摘
し
、
信
長
と
干
戈
を
交
え
た
元
亀
年
間
、

長
政
は
雄
山
の
も
と
に
参
禅
す
る
機
会
が
ほ
ぼ
な
い
ま
ま
小
谷
落
城
が
迫
っ
た
と

き
、
長
政
の
死
後
の
名
誉
の
た
め
に
「
雄
山
が
集
堯
の
命
名
せ
る
文
英
一
雄
の
法
号

あ
る
を
知
ら
ず
し
て
、
新
た
に
天
英
宗
清
と
命
名
せ
し
」
と
考
え
て
い
る

（
二
五
）

。　

　

『
東
浅
井
郡
志
』
の
如
上
の
推
定
の
蓋
然
性
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
文
英
一
雄
の
戒
名
が
長
政
の
周
辺
に
お
い
て
す
ら
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
天
英
宗
清
の
戒
名
を
先
ん
じ
て
得
て
い
た
と
し
て
も
、
わ
ざ
わ

ざ
京
都
に
使
を
送
っ
て
得
た
戒
名
は
も
っ
と
広
く
喧
伝
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、
そ
う
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
文
英
一
雄
の
戒
名
授
与
は
元
亀
元
年
二
月
十
八

日
で
あ
る
。
長
政
は
そ
の
約
二
月
後
（
元
亀
元
年
四
月
下
旬
）
に
、
信
長
に
反
旗
を

翻
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
長
政
が
こ
の
頃
す
で
に
決
死
の
覚
悟
を

も
っ
て
信
長
に
反
す
る
こ
と
を
、
人
知
れ
ず
決
意
し
て
い
た
予
兆
と
捉
え
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。

（
三
）
Ａ
１
像
の
特
徴

（
三
）
Ａ
１
像
の
特
徴

　

Ａ
１
像
賛
（
史
料
１
）
に
よ
る
と
、
小
谷
落
城
と
と
も
に
自
害
し
た
長
政
の
一
周

忌
法
要
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
遺
像
が
な
い
の
で
、
こ
の
肖
像
画
を
京
都
の
絵
師

に
描
か
せ
た
と
あ
る
。
像
主
や
制
作
の
年
代
、
目
的
が
明
確
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

賛
を
素
直
に
読
め
ば
、
発
注
者
は
徳
勝
寺
な
い
し
源
秀
自
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
制
作
絵
師
は
土
佐
光
吉
と
す
る
意
見

（
二
六
）

も
あ
る
。
Ａ
１
像
は
Ａ
系
列
像
の
原

本
で
あ
り
、
他
系
列
像
を
含
め
た
す
べ
て
の
長
政
像
の
な
か
で
も
最
古
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

　

像
容
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
。
装
束
は
直
垂
の
上
下
を
着
用
す
る
。
直
垂
は
濃
茶
色
地
の
全
面
に
亀
甲
紋
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腰
（
向
か
っ
て
右
腰
）
の
脇
差
が
武
士
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
方
、
頭
部
は
露
頂
で

月
代
を
大
き
く
剃
り
、
小
さ
な
髷
を
結
う
が
、
口
髭
な
ど
は
全
く
な
い
（
無
髭
）
。
そ

し
て
、
首
か
ら
掛
絡
袈
裟
を
さ
げ
、
右
手
に
は
扇
子
、
左
手
に
は
念
珠
を
握
る
。 

こ
の
長
政
像
は
半
法
体
と
も
言
う
べ
き
姿
で
あ
る
。
賛
に
あ
る
長
政
の
在
り
し
日

の
姿
「
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参
暮
請
、
孜
々
而
需
擧
多
般
公
案
」
を
描

い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
（
二
七
）
。
浅
井
氏
本
貫
地
で
の
一
周
忌
法
要
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
は
長
政
を
直
接
知
る
人
々
が
多
く
集
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
Ａ
１
像
は
長

政
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
年
忌
法
要
に
掲
げ
る
に
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
像
容
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（（
四四
））
ＡＡ
系系
列列
像像
のの
変変
遷遷  

【【
概概
要要
】】
Ａ
系
列
像
は
半
法
体
（
掛
絡
、
念
珠
）
で
露
頂
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す

る
。
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
Ａ
１
～
２
、
７
～
８
像
は
、
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江

北
郡
に
お
い
て
長
政
の
追
福
、
供
養
を
目
的
に
寺
院
や
個
人
で
所
蔵
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
寺
院
と
し
て
は
上
述
の
徳
勝
寺
（
Ａ
１
像
）
、
淀
殿
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
福
田
寺

（
Ａ
２
像
）
、
そ
し
て
長
政
の
母
小
野
殿
が
出
身
し
た
井
口
氏
（
二
八
）

の
菩
提
寺
理
覚

院
（
Ａ
７
像
）
で
あ
る
。
個
人
と
し
て
は
浅
井
氏
本
貫
地
の
浅
井
郡
丁
野
村
の
脇
坂

氏
（
Ａ
８
像
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

次
に
明
治
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
Ａ
３
～
６
像
は
研
究
資
料
と
し
て
東
京
国
立

博
物
館
（
Ａ
３
像
）
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
Ａ
６
像
）
が
現
状
模
写
し
、
滋
賀

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
（
Ａ
４
像
）
が
復
元
模
写
し
た
。
ま
た
、
在
野
の
歴
史
家

で
あ
る
南
部
晋
氏
は
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
の
写
し
に

参
考
資
料
と
し
て
添
付
す
る
目
的
で
Ａ
ａ
像
を
部
分
模
写
す
る
一
方
（
Ａ
５
像
（
二
九
）
）
、

「
稽
旧
史
謹
図
焉
（
三
〇
）
」
の
一
つ
と
し
て
Ａ
９
像
を
制
作
し
た
。 

以
上
の
Ａ
系
列
像
の
分
析
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
装
束
の
色
に
注
目
す
る
と
、

萌
黄
色
地
の
Ａ
５
～
１
０
像
と
そ
う
で
は
な
い
Ａ
１
～
４
像
と
に
大
き
く
分
類
で
き

る
。 

【【
ＡＡ
１１
～～
４４
像像
】】
Ａ
１
～
４
像
の
う
ち
、
Ａ
４
像
は
Ａ
１
像
の
復
元
模
写
で
あ
る
か

ら
、
Ａ
１
像
の
制
作
当
初
の
状
態
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ

４
像
は
焼
緑
青
色
地
の
全
面
に
亀
甲
紋
繋
ぎ
を
描
き
、
肩
部
等
の
家
紋
の
内
側
は
群

緑
（
群
青
と
緑
青
）
地
に
丹
で
花
菱
（
五
曜
）
を
描
く
（
三
一
）
。
森
岡
栄
一
氏
は
こ
れ

を
「
緑
青
地
に
全
面
亀
甲
紋
を
施
し
た
華
や
か
な
直
垂
」
と
表
現
し
、「
こ
の
直
垂
の

色
は
、
本
館
蔵
本
（
Ａ
８
像
）
や
福
田
寺
本
（
Ａ
２
像
）
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
像
が
徳
勝
寺
本
（
Ａ
１
像
）
が
褪
色
す
る
前
に
模
写
」
、
「
東
博
甲
本
（
Ａ
３
像
）

は
少
し
褪
色
し
て
か
ら
の
模
写
」
と
考
え
て
い
る
（
三
二
）
。 

確
か
に
Ａ
２
像
と
Ａ
４
像
と
は
酷
似
す
る
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
２
像
が
Ａ
１
像
の
保

存
が
き
わ
め
て
健
全
な
状
態
、
お
そ
ら
く
Ａ
１
像
の
制
作
後
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
あ
け

ず
に
こ
れ
を
模
写
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
（
三
三
）
。
十
一
世
住
職
正
芸
は
長

政
次
男
（
万
寿
丸
、
万
菊
丸
）
と
い
う
伝
説
が
あ
り
（
三
四
）
、
事
実
と
し
て
も
福
田
寺

は
淀
殿
や
大
蔵
卿
局
と
音
信
が
あ
っ
た
（
三
五
）
。
Ａ
２
像
は
Ａ
１
像
の
き
わ
め
て
健
全

な
状
態
を
模
写
し
て
い
る
か
ら
、
十
七
世
紀
で
も
早
い
段
階
の
模
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
の
Ａ
３
像
は
Ａ
１
像
の
明
治
時
代
の
現
状
模
写
で
あ
る
。
装
束
は
Ａ
１
像
が

褪
色
し
た
現
状
と
同
じ
く
濃
茶
色
地
で
、
全
面
の
亀
甲
紋
繋
ぎ
も
不
鮮
明
で
あ
る
。

Ａ
１
～
４
像
は
Ａ
１
像
を
原
本
と
し
て
時
間
の
経
過
を
示
す
現
状
模
写
（
古
い
Ａ
２

像
と
新
し
い
Ａ
３
像
）
と
復
元
模
写
（
Ａ
４
像
）
と
し
て
整
理
で
き
る
。 

【【
ＡＡ
ａａ
像像
とと
ＡＡ
５５
・・
６６
像像
】】
Ａ
５
～
１
０
像
の
装
束
は
明
ら
か
に
萌
黄
色
地
で
あ
る
。

Ａ
３
像
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
Ａ
１
像
を
現
状
模
写
し
て
Ａ
５
像
と
Ａ
６
像
を
制
作
し
た

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
色
遣
い
に
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

は
Ａ
１
像
を
模
写
し
て
装
束
を
萌
黄
色
地
に
着
色
し
た
元
本
（
Ａ
ａ
像
）
が
別
に
存

在
し
、
そ
れ
を
現
状
模
写
し
た
か
ら
こ
そ
Ａ
５
・
６
像
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
ａ
像
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
長
政
二
五
〇
回
忌
法
要
が
盛
大
に
執
行
さ
れ

長
政
供
養
の
機
運
が
高
ま
っ
た
頃
に
、
寺
外
へ
の
貸
し
出
し
用
と
し
て
制
作
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
Ａ
７
・
８
像
こ
そ
、
そ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
長

政
像
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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【【
ＡＡ
７７
像像
】】
Ａ
７
像
は
井
口
氏
の
菩
提
寺
理
覚
院
に
伝
来
し
た
。
寺
伝
で
は
井
口
弾

正
（
経
元
）
像
と
さ
れ
る
が
、
Ａ
系
列
の
長
政
像
の
枠
組
み
で
理
解
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
全
体
構
図
は
Ａ
ａ
像
（
Ａ
５
・
６
像
）
を
元
本
と
し
、
そ
れ
に
Ｂ
ａ
像
を
参

照
し
て
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
描
き
加
え
る
な
ど
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
面
貌
は
い

ず
れ
の
長
政
像
よ
り
も
戦
国
武
将
ら
し
い
荒
々
し
い
迫
力
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
Ａ
７
像
は
正
し
く
経
元
を
描
い
た
可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。

長
政
の
母
小
野
殿
は
井
口
氏
出
身
で
あ
る
か
ら
、
長
政
と
経
元
は
従
兄
弟
同
士
で
よ

く
似
て
い
た
と
の
寺
伝
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
図
上
の
山
容
は
清
水
谷
を
中
心
に
小

谷
山
を
南
側
か
ら
眺
め
た
風
景
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
長
政
所
縁
の
井
口
氏
の
菩
提
寺

理
覚
院
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
で
Ａ
７
像
を
用
い
た
長
政
の
追
福
、
供
養
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
Ａ
７
像
の
像
主
は
長
政
で
あ
っ
た
と

見
て
お
き
た
い
。 

【【
ＡＡ
８８
像像
】】
Ａ
８
像
は
Ａ
７
像
を
元
本
に
し
た
模
本
で
あ
る
。
両
者
の
共
通
性
は
全

体
構
図
は
も
と
よ
り
耳
前
の
分
銅
形
の
鬢
や
掛
絡
の
田
相
の
棹
の
形
状
な
ど
の
細
部

に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
Ａ
７
像
に
は
覚
書
が
付
属
し
、
そ
れ
に
は
「
御
画
像 

養
源

院
殿 

浅
井
備
前
守
長
政
卿
」
の
墨
書
と
「
脇
坂
」
の
丸
形
朱
印
が
押
し
て
あ
る
（
三

六
）
。
浅
井
氏
所
縁
の
脇
坂
氏
と
い
え
ば
、
後
述
の
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
伝
え
た
丁

野
村
の
脇
坂
若
狭
ら
が
知
ら
れ
る
。
Ａ
７
像
も
丁
野
村
の
脇
坂
氏
周
辺
で
行
わ
れ
た

長
政
の
供
養
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
Ａ
ｂ
像
と
Ａ
９
・
１
０
像
】
南
部
氏
は
近
江
北
郡
の
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
模
写
図

を
遺
し
て
い
る
。
小
谷
城
址
保
勝
会
蔵
の
小
谷
城
絵
図
（
Ａ
３
図
）
も
同
氏
の
制
作

と
み
ら
れ
る
か
ら
、
確
か
な
画
力
を
有
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
長
政
像
に
つ

い
て
も
南
部
氏
は
Ａ
１
像
や
Ａ
ａ
像
、
Ｂ
７
像
を
自
ら
所
蔵
し
た
ほ
か
、
数
多
く
を

実
見
し
て
盛
ん
に
模
写
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
Ａ
５
像
、
Ｂ
６
像
）
。
そ
う
し
た
過
程

で
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」
と
の
目
論
見
に
よ
っ
て
Ａ
ｂ
像
（
Ａ
１
０
図
）
や
そ
の
「
稽

古
写
」
の
一
つ
と
し
て
Ａ
９
像
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
体
構
図
に
つ
い
て

Ａ
ａ
像
を
元
本
と
し
、
面
貌
は
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
模
写
し
つ
つ
、
肌
着
や
襟
の

文
様
は
Ｂ
７
像
を
参
照
し
て
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
制
作
意
図
は
諸
本
を
校
合

し
て
真
実
の
姿
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
現
代
的
な
感
覚
で
は
特
異
な

形
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
種
の
研
究
資
料
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
も
と
よ
り
南

部
氏
自
身
も
長
政
を
敬
慕
す
る
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ
た
。 

 

二二
．．
ＢＢ
系系
列列
のの
長長
政政
像像  

  

（（
一一
））
持持
明明
院院
のの
概概
要要  

高
野
山
持
明
院
に
は
浅
井
家
過
去
帳
（
三
七
）

が
伝
わ
る
。
こ
れ
は
永
禄
十
年
（
一
五

六
六
）
か
ら
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
か
け
て
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌
の
供
養

を
施
し
た
戒
名
の
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
浅
井
久
政
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

に
自
身
の
寿
像
（
三
八
）

を
奉
納
し
て
い
る
。
浅
井
氏
は
全
盛
期
か
ら
持
明
院
と
師
壇
関

係
な
い
し
宿
坊
契
約
を
結
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

同
じ
く
高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
（
三
九
）

は
、
文
禄
四
年
（
一
五

九
五
）
か
ら
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
か
け
て
淀
殿
（
長
政
長
女
、
茶
々
、
豊

臣
秀
吉
室
）
や
そ
の
周
辺
の
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌
等
の
供
養
を
施
し
た
戒
名
の
記

録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
も
石
山
寺
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
る
慶
長
期
の
復
興
の
扁
額

に
「
当
寺
諸
伽
藍
者 

江
州
北
郡
浅
井
備
前
守
息
女 

亜
相
秀
頼
卿
母
堂
為
二
世
安

楽
御
再
興
也
」
と
あ
る
如
く
、
淀
殿
は
浅
井
氏
嫡
女
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
誇
り
を

も
っ
て
い
た
。
淀
殿
は
そ
う
し
た
背
景
か
ら
Ｂ
１
像
を
持
明
院
に
奉
納
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

  

（（
二二
））
ＢＢ
１１
像像
のの
特特
徴徴  

Ｂ
１
像
に
は
南
禅
寺
二
六
五
世
の
錬
甫
宗
純
に
よ
る
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）

十
二
月
の
賛
が
あ
る
（
四
〇
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
像
主
は
「
前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居

士
」
で
あ
る
か
ら
長
政
で
あ
る
。
そ
し
て
賛
の
前
半
は
漢
詩
で
あ
り
、
長
政
を
武
士

と
し
て
、
ま
た
禅
の
修
行
者
と
し
て
七
言
絶
句
で
賛
美
す
る
。
後
半
は
著
賛
の
経
緯

繋
ぎ
を
描
き
、
肩
部
等
の
要
所
に
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す
る
。
左

腰
（
向
か
っ
て
右
腰
）
の
脇
差
が
武
士
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
方
、
頭
部
は
露
頂
で

月
代
を
大
き
く
剃
り
、
小
さ
な
髷
を
結
う
が
、
口
髭
な
ど
は
全
く
な
い
（
無
髭
）
。

そ
し
て
、
首
か
ら
掛
絡
袈
裟
を
さ
げ
、
右
手
に
は
扇
子
、
左
手
に
は
念
珠
を
握
る
。

　

こ
の
長
政
像
は
半
法
体
と
も
言
う
べ
き
姿
で
あ
る
。
賛
に
あ
る
長
政
の
在
り
し
日

の
姿
「
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参
暮
請
、
孜
々
而
需
擧
多
般
公
案
」
を
描

い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う

（
二
七
）

。
浅
井
氏
本
貫
地
で
の
一
周
忌
法
要
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
は
長
政
を
直
接
知
る
人
々
が
多
く
集
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
Ａ
１
像
は
長

政
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
年
忌
法
要
に
掲
げ
る
に
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
像
容
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
Ａ
系
列
像
の
変
遷

（
四
）
Ａ
系
列
像
の
変
遷

【
概
要
】

【
概
要
】
Ａ
系
列
像
は
半
法
体
（
掛
絡
、
念
珠
）
で
露
頂
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
Ａ
１
～
２
、
７
～
８
像
は
、
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡

に
お
い
て
長
政
の
追
福
、
供
養
を
目
的
に
寺
院
や
個
人
で
所
蔵
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

寺
院
と
し
て
は
上
述
の
徳
勝
寺
（
Ａ
１
像
）
、
淀
殿
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
福
田
寺
（
Ａ

２
像
）
、
そ
し
て
長
政
の
母
小
野
殿
が
出
身
し
た
井
口
氏

（
二
八
）

の
菩
提
寺
理
覚
院
（
Ａ

７
像
）
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
と
し
て
は
浅
井
氏
本
貫
地
の
浅
井
郡
丁
野
村
の
脇
坂

氏
（
Ａ
８
像
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
明
治
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
Ａ
３
～
６
像
は
研
究
資
料
と
し
て
東
京
国
立

博
物
館
（
Ａ
３
像
）
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
Ａ
６
像
）
が
現
状
模
写
し
、
滋
賀

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
（
Ａ
４
像
）
が
復
元
模
写
し
た
。
ま
た
、
在
野
の
歴
史
家

で
あ
る
南
部
晋
氏
は
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
の
写
し
に

参
考
資
料
と
し
て
添
付
す
る
目
的
で
Ａ
ａ
像
を
部
分
模
写
す
る
一
方
（
Ａ
５
像

（
二
九
）

）、

「
稽
旧
史
謹
図
焉

（
三
〇
）

」
の
一
つ
と
し
て
Ａ
９
像
を
制
作
し
た
。

　

以
上
の
Ａ
系
列
像
の
分
析
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
装
束
の
色
に
注
目
す
る
と
、

萌
黄
色
地
の
Ａ
５
～
１
０
像
と
そ
う
で
は
な
い
Ａ
１
～
４
像
と
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

【
Ａ
１
～
４
像
】

【
Ａ
１
～
４
像
】
Ａ
１
～
４
像
の
う
ち
、
Ａ
４
像
は
Ａ
１
像
の
復
元
模
写
で
あ
る
か
ら
、

Ａ
１
像
の
制
作
当
初
の
状
態
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ
４
像

は
焼
緑
青
色
地
の
全
面
に
亀
甲
紋
繋
ぎ
を
描
き
、
肩
部
等
の
家
紋
の
内
側
は
群
緑
（
群

青
と
緑
青
）
地
に
丹
で
花
菱
（
五
曜
）
を
描
く

（
三
一
）

。
森
岡
栄
一
氏
は
こ
れ
を
「
緑

青
地
に
全
面
亀
甲
紋
を
施
し
た
華
や
か
な
直
垂
」
と
表
現
し
、
「
こ
の
直
垂
の
色
は
、

本
館
蔵
本
（
Ａ
８
像
）
や
福
田
寺
本
（
Ａ
２
像
）
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
像
が

徳
勝
寺
本
（
Ａ
１
像
）
が
褪
色
す
る
前
に
模
写
」
、
「
東
博
甲
本
（
Ａ
３
像
）
は
少
し

褪
色
し
て
か
ら
の
模
写
」
と
考
え
て
い
る

（
三
二
）

。

　

確
か
に
Ａ
２
像
と
Ａ
４
像
と
は
酷
似
す
る
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
２
像
が
Ａ
１
像
の
保

存
が
き
わ
め
て
健
全
な
状
態
、
お
そ
ら
く
Ａ
１
像
の
制
作
後
そ
れ
ほ
ど
時
を
置
か
ず

に
こ
れ
を
模
写
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る

（
三
三
）

。
福
田
寺
十
一
世
正
芸
は
長

政
次
男
（
万
寿
丸
、
万
菊
丸
）
と
い
う
伝
説
が
あ
り

（
三
四
）

、
事
実
と
し
て
も
福
田
寺

は
淀
殿
や
大
蔵
卿
局
と
音
信
が
あ
っ
た

（
三
五
）

。
Ａ
２
像
は
Ａ
１
像
の
き
わ
め
て
健
全

な
状
態
を
模
写
し
て
い
る
か
ら
、
十
七
世
紀
で
も
早
い
段
階
の
模
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
の
Ａ
３
像
は
Ａ
１
像
の
明
治
時
代
の
現
状
模
写
で
あ
る
。
装
束
は
Ａ
１
像
が

褪
色
し
た
現
状
と
同
じ
く
濃
茶
色
地
で
、
全
面
の
亀
甲
紋
繋
ぎ
も
不
鮮
明
で
あ
る
。

Ａ
１
～
４
像
は
Ａ
１
像
を
原
本
と
し
て
時
間
の
経
過
を
示
す
現
状
模
写
（
古
い
Ａ
２

像
と
新
し
い
Ａ
３
像
）
と
復
元
模
写
（
Ａ
４
像
）
と
し
て
整
理
で
き
る
。

【
Ａ
ａ
像
と
Ａ
５
・
６
像
】

【
Ａ
ａ
像
と
Ａ
５
・
６
像
】
Ａ
５
～
１
０
像
の
装
束
は
明
ら
か
に
萌
黄
色
地
で
あ
る
。

Ａ
３
像
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
Ａ
１
像
を
現
状
模
写
し
て
Ａ
５
像
と
Ａ
６
像
を
制
作
し
た

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
色
遣
い
に
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

は
Ａ
１
像
を
模
写
し
て
装
束
を
萌
黄
色
地
に
着
色
し
た
元
本
（
Ａ
ａ
像
）
が
別
に
存

在
し
、
そ
れ
を
現
状
模
写
し
た
か
ら
こ
そ
Ａ
５
・
６
像
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
ａ
像
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
長
政
二
五
〇
回
忌
法
要
が
盛
大
に
執
行
さ
れ

長
政
供
養
の
機
運
が
高
ま
っ
た
頃
に
、
寺
外
へ
の
貸
し
出
し
用
と
し
て
制
作
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
Ａ
７
・
８
像
こ
そ
、
そ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
長

政
像
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
後
述
）
。
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【【
ＡＡ
７７
像像
】】
Ａ
７
像
は
井
口
氏
の
菩
提
寺
理
覚
院
に
伝
来
し
た
。
寺
伝
で
は
井
口
弾

正
（
経
元
）
像
と
さ
れ
る
が
、
Ａ
系
列
の
長
政
像
の
枠
組
み
で
理
解
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
全
体
構
図
は
Ａ
ａ
像
（
Ａ
５
・
６
像
）
を
元
本
と
し
、
そ
れ
に
Ｂ
ａ
像
を
参

照
し
て
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
描
き
加
え
る
な
ど
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
面
貌
は
い

ず
れ
の
長
政
像
よ
り
も
戦
国
武
将
ら
し
い
荒
々
し
い
迫
力
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
Ａ
７
像
は
正
し
く
経
元
を
描
い
た
可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。

長
政
の
母
小
野
殿
は
井
口
氏
出
身
で
あ
る
か
ら
、
長
政
と
経
元
は
従
兄
弟
同
士
で
よ

く
似
て
い
た
と
の
寺
伝
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
図
上
の
山
容
は
清
水
谷
を
中
心
に
小

谷
山
を
南
側
か
ら
眺
め
た
風
景
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
長
政
所
縁
の
井
口
氏
の
菩
提
寺

理
覚
院
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
で
Ａ
７
像
を
用
い
た
長
政
の
追
福
、
供
養
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
Ａ
７
像
の
像
主
は
長
政
で
あ
っ
た
と

見
て
お
き
た
い
。 

【【
ＡＡ
８８
像像
】】
Ａ
８
像
は
Ａ
７
像
を
元
本
に
し
た
模
本
で
あ
る
。
両
者
の
共
通
性
は
全

体
構
図
は
も
と
よ
り
耳
前
の
分
銅
形
の
鬢
や
掛
絡
の
田
相
の
棹
の
形
状
な
ど
の
細
部

に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
Ａ
７
像
に
は
覚
書
が
付
属
し
、
そ
れ
に
は
「
御
画
像 

養
源

院
殿 

浅
井
備
前
守
長
政
卿
」
の
墨
書
と
「
脇
坂
」
の
丸
形
朱
印
が
押
し
て
あ
る
（
三

六
）
。
浅
井
氏
所
縁
の
脇
坂
氏
と
い
え
ば
、
後
述
の
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
伝
え
た
丁

野
村
の
脇
坂
若
狭
ら
が
知
ら
れ
る
。
Ａ
７
像
も
丁
野
村
の
脇
坂
氏
周
辺
で
行
わ
れ
た

長
政
の
供
養
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
Ａ
ｂ
像
と
Ａ
９
・
１
０
像
】
南
部
氏
は
近
江
北
郡
の
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
模
写
図

を
遺
し
て
い
る
。
小
谷
城
址
保
勝
会
蔵
の
小
谷
城
絵
図
（
Ａ
３
図
）
も
同
氏
の
制
作

と
み
ら
れ
る
か
ら
、
確
か
な
画
力
を
有
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
長
政
像
に
つ

い
て
も
南
部
氏
は
Ａ
１
像
や
Ａ
ａ
像
、
Ｂ
７
像
を
自
ら
所
蔵
し
た
ほ
か
、
数
多
く
を

実
見
し
て
盛
ん
に
模
写
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
Ａ
５
像
、
Ｂ
６
像
）
。
そ
う
し
た
過
程

で
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」
と
の
目
論
見
に
よ
っ
て
Ａ
ｂ
像
（
Ａ
１
０
図
）
や
そ
の
「
稽

古
写
」
の
一
つ
と
し
て
Ａ
９
像
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
体
構
図
に
つ
い
て

Ａ
ａ
像
を
元
本
と
し
、
面
貌
は
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
模
写
し
つ
つ
、
肌
着
や
襟
の

文
様
は
Ｂ
７
像
を
参
照
し
て
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
制
作
意
図
は
諸
本
を
校
合

し
て
真
実
の
姿
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
現
代
的
な
感
覚
で
は
特
異
な

形
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
種
の
研
究
資
料
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
も
と
よ
り
南

部
氏
自
身
も
長
政
を
敬
慕
す
る
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ
た
。 

 

二二
．．
ＢＢ
系系
列列
のの
長長
政政
像像  

  

（（
一一
））
持持
明明
院院
のの
概概
要要  

高
野
山
持
明
院
に
は
浅
井
家
過
去
帳
（
三
七
）

が
伝
わ
る
。
こ
れ
は
永
禄
十
年
（
一
五

六
六
）
か
ら
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
か
け
て
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌
の
供
養

を
施
し
た
戒
名
の
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
浅
井
久
政
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

に
自
身
の
寿
像
（
三
八
）

を
奉
納
し
て
い
る
。
浅
井
氏
は
全
盛
期
か
ら
持
明
院
と
師
壇
関

係
な
い
し
宿
坊
契
約
を
結
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

同
じ
く
高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
（
三
九
）

は
、
文
禄
四
年
（
一
五

九
五
）
か
ら
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
か
け
て
淀
殿
（
長
政
長
女
、
茶
々
、
豊

臣
秀
吉
室
）
や
そ
の
周
辺
の
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌
等
の
供
養
を
施
し
た
戒
名
の
記

録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
も
石
山
寺
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
る
慶
長
期
の
復
興
の
扁
額

に
「
当
寺
諸
伽
藍
者 

江
州
北
郡
浅
井
備
前
守
息
女 

亜
相
秀
頼
卿
母
堂
為
二
世
安

楽
御
再
興
也
」
と
あ
る
如
く
、
淀
殿
は
浅
井
氏
嫡
女
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
誇
り
を

も
っ
て
い
た
。
淀
殿
は
そ
う
し
た
背
景
か
ら
Ｂ
１
像
を
持
明
院
に
奉
納
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

  
（（
二二
））
ＢＢ
１１
像像
のの
特特
徴徴  

Ｂ
１
像
に
は
南
禅
寺
二
六
五
世
の
錬
甫
宗
純
に
よ
る
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）

十
二
月
の
賛
が
あ
る
（
四
〇
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
像
主
は
「
前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居

士
」
で
あ
る
か
ら
長
政
で
あ
る
。
そ
し
て
賛
の
前
半
は
漢
詩
で
あ
り
、
長
政
を
武
士

と
し
て
、
ま
た
禅
の
修
行
者
と
し
て
七
言
絶
句
で
賛
美
す
る
。
後
半
は
著
賛
の
経
緯

【
Ａ
７
像
】

【
Ａ
７
像
】
Ａ
７
像
は
井
口
氏
の
菩
提
寺
理
覚
院
に
伝
来
し
た
。
寺
伝
で
は
井
口
弾

正
（
経
元
）
像
と
さ
れ
る
が
、
Ａ
系
列
の
長
政
像
の
枠
組
み
で
理
解
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
全
体
の
構
図
は
Ａ
ａ
像
（
Ａ
５
・
６
像
）
を
元
本
と
し
、
そ
れ
に
Ｂ
ａ
像
を

参
照
し
て
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
描
き
加
え
る
な
ど
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
面
貌
は

い
ず
れ
の
長
政
像
よ
り
も
戦
国
武
将
ら
し
い
荒
々
し
い
迫
力
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
Ａ
７
像
は
正
し
く
経
元
を
描
い
た
可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
だ
ろ

う
。
長
政
の
母
小
野
殿
は
井
口
氏
出
身
で
あ
る
か
ら
、
長
政
と
経
元
は
従
兄
弟
同
士

で
よ
く
似
て
い
た
と
の
寺
伝
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
図
上
の
山
容
は
清
水
谷
を
中
心

に
小
谷
山
を
南
側
か
ら
眺
め
た
風
景
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
長
政
所
縁
の
井
口
氏
の
菩

提
寺
理
覚
院
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
で
Ａ
７
像
を
用
い
た
長
政
の
追
福
、
供
養
が
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
Ａ
７
像
の
像
主
は
長
政
で
あ
っ

た
と
見
て
お
き
た
い
。

【
Ａ
８
像
】

【
Ａ
８
像
】
Ａ
８
像
は
Ａ
７
像
を
元
本
に
し
た
模
本
で
あ
る
。
両
者
の
共
通
性
は
全

体
の
構
図
は
も
と
よ
り
耳
前
の
分
銅
形
の
鬢
や
掛
絡
の
田
相
の
棹
の
形
状
な
ど
の
細

部
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
Ａ
７
像
に
は
覚
書
が
付
属
し
、
そ
れ
に
は
「
御
画
像　

養

源
院
殿　

浅
井
備
前
守
長
政
卿
」
の
墨
書
と
「
脇
坂
」
の
丸
形
朱
印
が
押
し
て
あ
る

（
三
六
）

。
浅
井
氏
所
縁
の
脇
坂
氏
と
い
え
ば
、
後
述
の
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
伝
え
た

丁
野
村
の
脇
坂
若
狭
ら
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は
丁
野

村
に
長
政
位
牌
を
年
廻
り
で
供
養
す
る
十
三
家
が
存
在
し
、
そ
の
な
か
に
二
家
の
脇

坂
氏
が
あ
る
（
史
料
４
）
。
Ａ
７
像
や
Ａ
８
像
は
こ
う
し
た
浅
井
氏
関
係
者
（
一
族

や
家
臣
、
被
官
等
）
が
行
う
長
政
の
法
要
に
際
し
て
掲
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
Ａ
ｂ
像
と
Ａ
９
・
１
０
像
】

【
Ａ
ｂ
像
と
Ａ
９
・
１
０
像
】
南
部
氏
は
近
江
北
郡
の
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
模
写
図
を

遺
し
て
い
る
。
小
谷
城
址
保
勝
会
蔵
の
小
谷
城
絵
図
（
Ａ
３
図
）
も
同
氏
の
制
作
と

み
ら
れ
る
か
ら
、
確
か
な
画
力
を
有
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
長
政
像
に
つ
い

て
も
南
部
氏
は
Ａ
１
像
や
Ａ
ａ
像
、
Ｂ
７
像
を
自
ら
所
蔵
し
た
ほ
か
、
数
多
く
を
実

見
し
て
盛
ん
に
模
写
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
Ａ
５
像
、
Ｂ
６
像
）
。
そ
う
し
た
過
程

で
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」
と
の
目
論
見
に
よ
っ
て
Ａ
ｂ
像
（
Ａ
１
０
図
）
や
そ
の
「
稽

古
写
」
の
一
つ
と
し
て
Ａ
９
像
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
体
の
構
図
に
つ
い

て
Ａ
ａ
像
を
元
本
と
し
、
面
貌
は
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
模
写
し
つ
つ
、
肌
着
や
襟

の
文
様
は
Ｂ
７
像
を
参
照
し
て
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
制
作
意
図
は
諸
本
を
校

合
し
て
真
実
の
姿
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
現
代
的
な
感
覚
で
は
特
異

な
形
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
種
の
研
究
資
料
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
も
と
よ
り

南
部
氏
自
身
も
長
政
を
敬
慕
す
る
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ
た
。

二
．
Ｂ
系
列
の
長
政
像

二
．
Ｂ
系
列
の
長
政
像

（
一
）
持
明
院
の
概
要

（
一
）
持
明
院
の
概
要

　

高
野
山
持
明
院
に
は
浅
井
家
過
去
帳

（
三
七
）

が
伝
わ
る
。
こ
れ
は
永
禄
十
年

（
一
五
六
六
）
か
ら
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
か
け
て
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌

の
供
養
を
施
し
た
戒
名
の
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
浅
井
久
政
は
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
に
自
身
の
寿
像

（
三
八
）

を
奉
納
し
て
い
る
。
浅
井
氏
は
全
盛
期
か
ら
持
明

院
と
師
壇
関
係
な
い
し
宿
坊
契
約
を
結
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳

（
三
九
）

は
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
か
ら
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
か
け
て
淀
殿
（
長
政
長
女
、
茶
々
、

豊
臣
秀
吉
室
）
や
そ
の
周
辺
の
浅
井
氏
関
係
者
が
日
牌
等
の
供
養
を
施
し
た
戒
名
の

記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
も
石
山
寺
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
る
慶
長
期
の
復
興
の
扁

額
に
「
当
寺
諸
伽
藍
者　

江
州
北
郡
浅
井
備
前
守
息
女　

亜
相
秀
頼
卿
母
堂
為
二
世

安
楽
御
再
興
也
」
と
あ
る
如
く
、
淀
殿
は
浅
井
氏
嫡
女
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
誇
り

を
も
っ
て
い
た
。
淀
殿
は
そ
う
し
た
背
景
か
ら
Ｂ
１
像
を
持
明
院
に
奉
納
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
Ｂ
１
像
の
特
徴

（
二
）
Ｂ
１
像
の
特
徴

　

Ｂ
１
像
に
は
南
禅
寺
二
六
五
世
の
錬
甫
宗
純
に
よ
る
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）

十
二
月
の
賛
が
あ
る

（
四
〇
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
像
主
は
「
前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居
士
」
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で
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
薨
矣
後
十
七
年
有
人
命
工
畫
其
肖
像
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち

長
政
の
十
七
回
忌
に
あ
た
り
「
有
人
」
が
絵
師
に
命
じ
て
こ
の
肖
像
画
を
制
作
し
、

持
明
院
に
奉
納
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
発
注
者
の
「
有
人
」
と
は
淀
殿
で
あ
り
、

同
年
は
母
市
の
七
回
忌
に
も
あ
た
る
の
で
、
同
じ
く
持
明
院
に
伝
わ
る
長
政
夫
人
像

と
二
幅
一
対
の
夫
婦
像
と
し
て
同
時
に
制
作
、
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
四
一
）
。

錬
甫
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
蜂
須
賀
正
家
像
に
も
著
賛
（
四
二
）

す
る
な
ど
、

当
時
豊
臣
政
権
の
中
枢
に
近
侍
し
て
い
た
か
ら
、
Ｂ
１
像
の
発
注
者
「
有
人
」
も
ま

た
秀
吉
周
辺
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
七
年
と
い
え
ば
、
淀
殿
が

秀
吉
の
長
男
鶴
松
を
生
ん
だ
年
で
あ
る
。
そ
の
功
に
よ
っ
て
秀
吉
が
滅
ぼ
し
た
父
母

の
追
福
、
供
養
が
許
さ
れ
た
と
考
え
る
と
き
、
こ
の
「
有
人
」
は
淀
殿
で
あ
る
可
能

性
が
さ
ら
に
高
ま
る
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
「
有
人
」
と
す
る
理
由
は
淀
殿
の
自
発
的

な
遠
慮
と
の
理
解
も
あ
る
（
四
三
）
。
Ｂ
１
像
は
像
主
、
制
作
の
年
代
、
目
的
お
よ
び
発

注
者
が
ほ
ぼ
明
確
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

像
容
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）

で
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
は
や
す
。
夫
人
像
の
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
政
像
の
顔
の
向
き
は
向
か
い
合
う
、
こ
の
夫
婦
像
で
あ
る
こ

と
に
由
来
す
る
。
装
束
は
黒
地
の
素
襖
を
上
下
に
着
用
し
、
肩
部
等
の
要
所
に
浅
井

氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す
る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
左
腰
に
脇

差
を
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
武
士
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
右
手
に
は
扇
を
握
り
、

左
手
は
た
だ
拳
を
握
る
。
こ
の
Ｂ
１
像
は
Ａ
１
像
の
半
法
体
と
も
言
う
べ
き
姿
と
較

べ
る
と
、
明
ら
か
に
俗
体
と
し
て
描
い
て
い
る
。
藤
懸
静
也
氏
は
制
作
者
を
「
お
そ

ら
く
は
当
年
土
佐
系
統
の
画
家
」
と
推
定
す
る
（
四
四
）
。 

研
谷
昌
志
氏
に
よ
る
と
、
賛
の
前
半
は
像
主
賛
美
の
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
、
後
半
は

著
賛
の
経
緯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
事
に
用
い
ら
れ
た
頂
相
の
性
質
を
色
濃
く
残
す

と
い
う
（
四
五
）
。
Ｂ
１
像
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
Ａ
１
像
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
て

形
式
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
発
注
者
で
あ
る
淀
殿
に
は
幼
少
期
に
死
別
し
た
父
に

つ
い
て
か
す
か
な
記
憶
し
か
な
か
っ
た
う
え
、
こ
の
と
き
す
で
に
長
政
没
後
十
七
年

を
経
過
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Ａ
１
像
と
較
べ
る
と
、
Ｂ
１
像
に

は
長
政
と
の
時
間
的
、
地
理
的
、
心
情
的
な
距
離
感
の
懸
隔
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

  

（（
三三
））
ＢＢ
系系
列列
像像
のの
変変
遷遷  

【
概
要
】
Ｂ
系
列
像
は
俗
体
（
折
烏
帽
子
）
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
髭
を
た
く
わ
え

る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
Ｂ
１
～
２
・
５
・
７
像
は
長
政

の
追
福
、
供
養
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
Ｂ
１
像
は
高
野
山
持
明
院
、
Ｂ
５
像
は

京
都
養
源
院
に
奉
納
さ
れ
た
。
奉
納
者
は
後
者
に
つ
い
て
も
淀
殿
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
四
六
）
。
Ｂ
２
像
は
Ｂ
１
像
の
正
確
な
模
写
で
あ
る
か
ら
、
伝
来
は
不
明
な
が
ら
（
四

七
）
、
浅
井
氏
所
縁
の
武
家
が
か
か
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
Ｂ
系
列
像
は
Ａ
系
列
像
と
は
異
な
り
、
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
唯
一
の
例
外
と
し

て
、
浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

明
治
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
Ｂ
３
・
４
・
６
像
は
研
究
資
料
と
し
て
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
（
Ｂ
３
像
）
や
東
京
国
立
博
物
館
（
Ｂ
４
像
）
が
現
状
模
写
し
た
。
ま

た
、
南
部
氏
は
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
の
写
し
に
参
考

資
料
と
し
て
添
付
す
る
た
め
に
Ｂ
ａ
像
を
部
分
模
写
し
た
（
Ｂ
６
像
（
四
八
）
）
。
Ｂ
７
像

に
つ
い
て
は
実
の
と
こ
ろ
位
置
づ
け
が
難
し
い
が
、
十
八
世
紀
の
制
作
と
さ
れ
て
い

る
の
で
（
四
九
）
、
い
ち
お
う
こ
れ
に
従
っ
て
お
き
た
い
。 

以
上
の
Ｂ
系
列
像
の
分
析
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
顔
の
向
き
に
注
目
す
る
と
、

そ
れ
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）
の
Ｂ
１
～
４
像
と
そ
の
逆
向
き
の
Ｂ
５
～
７

像
と
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。 

【【
ＢＢ
１１
～～
４４
像像
】】
上
述
の
如
く
Ｂ
１
像
は
向
か
い
合
う
二
幅
一
対
の
夫
婦
像
と
し
て

同
時
に
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
。
Ｂ
２
～
４
像
も
制
作
目
的
は
追
福
、
供
養
（
Ｂ
２
像
）
、

あ
る
い
は
研
究
資
料
（
Ｂ
３
～
４
像
）
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
夫
婦
像
の
一
幅
と

し
て
現
状
模
写
さ
れ
た
か
ら
当
然
、
顔
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）
と
な
る
。

【【
ＢＢ
５５
～～
７７
像像
】】
顔
が
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
の
Ｂ
５
～
７
像
は
Ｂ
系
列
像

で
あ
る
と
し
て
も
夫
婦
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
か
ら
長
政
像
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と
し
て
単
独
で
描
か
れ
、
理
由
が
あ
っ
て
敢
え
て
顔
を
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
は
、
お
そ
ら
く
建
物
配
置
や
建
物
内
構
造
等

か
ら
、
法
要
等
に
お
い
て
肖
像
画
を
本
尊
の
左
側
（
向
か
っ
て
右
側
）
に
配
置
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

【【
ＢＢ
５５
像像
】】
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
山
根
有
三
氏
は
寺
伝
で
は
久
政
像
と
す
る
が
、
持
明

院
の
久
政
像
と
比
較
す
る
と
像
容
は
あ
ま
り
に
も
違
う
か
ら
明
ら
か
に
別
人
と
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
Ｂ
１
像
と
比
較
す
る
と
「
像
主
の
顔
の
向
き
は
反
対
だ
が
、
そ
の
顔

貌
や
体
容
の
特
徴
が
き
わ
め
て
近
く
、
素
袍
の
模
様
や
衣
文
の
彫
塗
り
の
技
法
も
似

て
い
る
」
か
ら
、
実
の
像
主
は
長
政
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｂ
５
像
こ
そ

東
福
門
院
（
長
政
孫
、
崇
源
院
五
女
、
明
正
天
皇
母
）
が
「
ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に

御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度
思
召
候
」
（
『
資
勝
卿
記
』

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
（
史
料
５
）
と
の
意
向
を
示
し
た
、
ま
さ
に

そ
の
長
政
像
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
Ｂ
５
像
は
寛
永
九
年
以
前
か
ら
存

在
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
根
氏
は
「
淀
殿
が
父
長
政
の
た
め
に
、
文
禄
三
年
に
養
源

院
を
建
立
し
た
と
き
か
、
秀
忠
夫
人
が
元
和
七
年
に
再
建
し
た
際
に
、
供
養
像
と
し

て
の
長
政
像
の
必
要
を
感
じ
て
、
絵
師
に
描
か
せ
て
奉
納
し
た
」
と
考
え
、
結
論
と

し
て
は
狩
野
山
楽
が
文
禄
三
年
に
養
源
院
の
障
壁
画
を
制
作
し
た
際
、
淀
殿
か
ら
Ｂ

５
像
を
描
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
と
推
測
し
て
い
る
（
五
〇
）
。 

と
こ
ろ
で
山
根
氏
は
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
当
初
は
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主

の
顔
の
向
き
を
変
え
た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
が
、「
詳
細
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
に
は
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
、
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像

と
無
髭
の
Ａ
１
像
の
両
方
を
参
考
に
し
て
制
作
し
た
と
考
え
直
し
て
い
る
。
そ
し
て

Ｂ
１
像
と
の
差
（
Ｂ
５
像
が
髭
な
ど
を
描
か
な
い
と
こ
ろ
）
は
「
注
文
主
の
意
向
（
趣

味
）
の
違
い
を
意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
山
根
氏

の
葛
藤
の
原
因
は
Ｂ
５
像
の
保
存
状
態
が
き
わ
め
て
わ
る
い
こ
と
に
あ
っ
た
（
五
一
）
。

山
根
氏
の
観
察
の
と
お
り
「
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と

は
事
実
と
し
て
も
、
と
く
に
顔
の
剥
落
が
著
し
い
状
態
で
は
、
Ｂ
５
像
に
口
髭
も
頬

髯
も
な
か
っ
た
証
明
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

【【
ＢＢ
ａａ
像像
とと
ＢＢ
６６
像像
】】
Ｂ
６
像
は
Ｂ
５
像
と
よ
く
似
る
。
装
束
は
黒
地
の
素
襖
を
上

下
に
着
用
し
、
そ
の
肩
部
等
の
要
所
に
は
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す

る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
そ
し
て
、
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
が
、
Ｂ
１
像
と
同
じ
く
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
は
や
す
。
Ｂ
６
像
は
山
根
氏

が
当
初
、
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主
の
顔
の
向
き
を
変
え

た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
と
お
り
の
像
容
で
あ
る
。
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像
の
像
主
の
顔

の
向
き
を
か
え
て
模
写
し
、
Ｂ
ａ
像
は
さ
ら
に
そ
れ
を
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

Ｂ
６
像
の
元
本
は
現
在
所
在
不
明
の
Ｂ
ａ
像
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
浅
井
郡
丁
野
村 

脇
坂
大
祐
所
蔵
」（
五
二
）

で
あ
っ
た
。
脇
坂
大
祐
は
脇
坂
若
狭
（
丁
野
若
狭
）
の
子
孫

で
あ
り
、
同
家
が
丁
野
村
を
離
れ
た
幕
末
頃
の
当
主
で
あ
る
（
五
三
）
。「
慶
長
七
年
五
月

よ
り
大
日
照
に
付
江
戸
裁
許
の
一
件
」
に
よ
る
と
、
水
利
争
論
に
か
か
わ
っ
て
「
丁

野
村
若
狭
へ
ハ
謝
礼
と
し
て
、
丁
野
村
之
内
得
勝
寺
之
古
跡
、
惣
地
ニ
相
成
候
所
五

反
余
遣
し
申
し
候
」
と
伝
え
る
（
五
四
）
。
こ
の
若
狭
屋
敷
こ
そ
上
述
の
徳
勝
寺
の
開
創

地
で
あ
り
、
天
正
九
年
ま
で
徳
勝
寺
が
小
谷
城
清
水
谷
退
転
し
て
い
た
丁
野
村
の
元

屋
敷
で
あ
っ
た
。 

養
源
院
と
浅
井
氏
の
本
貫
地
丁
野
村
と
の
あ
い
だ
に
は
具
体
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
。
養
源
院
の
開
山
成
伯
の
父
親
は
「
江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
浅
井
石
見
守
藤
原
親
政
」

（
『
当
院
過
去
帳
』
二
十
四
日
条
（
五
五
）
）
で
あ
っ
た
。
成
伯
は
長
政
の
菩
提
を
弔
う
養

源
院
の
住
職
と
し
て
浅
井
氏
一
族
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
成
伯
が
丁

野
郷
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
た
場
合
、
徳
勝
寺
を
介
し
た
可
能
性
が
高
い
。
徳
勝
寺

は
天
正
九
年
に
長
浜
城
内
へ
移
転
す
る
ま
で
は
丁
野
村
に
あ
り
、
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）
以
降
は
丁
野
村
の
徳
勝
寺
元
屋
敷
に
脇
坂
若
狭
が
住
ま
い
し
た
。
Ｂ
ａ
像
が

徳
勝
寺
で
は
な
く
脇
坂
若
狭
家
に
伝
来
し
た
事
実
は
、
養
源
院
と
丁
野
村
と
の
つ
な

が
り
が
慶
長
七
年
以
降
に
発
生
し
た
こ
と
を
物
語
る
と
み
ら
れ
る
。
Ｂ
５
像
は
文
禄

三
年
か
元
和
七
年
に
養
源
院
に
奉
納
さ
れ
、
寛
永
九
年
に
は
東
福
門
院
が
「
無
官
に

て
烏
帽
子
体
見
苦
候
」
（
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
）
と

で
あ
る
か
ら
長
政
で
あ
る
。
そ
し
て
賛
の
前
半
は
漢
詩
で
あ
り
、
長
政
を
武
士
と
し

て
、
ま
た
禅
の
修
行
者
と
し
て
七
言
絶
句
で
賛
美
す
る
。
後
半
は
著
賛
の
経
緯
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
「
薨
矣
後
十
七
年
有
人
命
工
畫
其
肖
像
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
長
政

の
十
七
回
忌
に
あ
た
り
「
有
人
」
が
絵
師
に
命
じ
て
こ
の
肖
像
画
を
制
作
し
、
持
明

院
に
奉
納
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
発
注
者
の
「
有
人
」
と
は
淀
殿
で
あ
り
、
同
年

は
母
市
の
七
回
忌
に
も
あ
た
る
の
で
、
同
じ
く
持
明
院
に
伝
わ
る
長
政
夫
人
像
と
二

幅
一
対
の
夫
婦
像
と
し
て
同
時
に
制
作
、
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
四
一
）

。
錬

甫
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
蜂
須
賀
正
家
像
に
も
著
賛

（
四
二
）

す
る
な
ど
、
当

時
豊
臣
政
権
の
中
枢
に
近
侍
し
て
い
た
か
ら
、
Ｂ
１
像
の
発
注
者
「
有
人
」
も
ま
た

秀
吉
周
辺
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
七
年
と
い
え
ば
、
淀
殿
が
秀

吉
の
長
男
鶴
松
を
生
ん
だ
年
で
あ
る
。
そ
の
功
に
よ
っ
て
秀
吉
が
滅
ぼ
し
た
父
母
の

追
福
、
供
養
が
許
さ
れ
た
と
考
え
る
と
き
、
こ
の
「
有
人
」
は
淀
殿
で
あ
る
可
能
性

が
さ
ら
に
高
ま
る
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
「
有
人
」
と
す
る
理
由
は
淀
殿
の
自
発
的
な

遠
慮
と
の
理
解
も
あ
る

（
四
三
）

。
Ｂ
１
像
は
像
主
、
制
作
の
年
代
、
目
的
お
よ
び
発
注

者
が
ほ
ぼ
明
確
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

像
容
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）

で
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
は
や
す
。
夫
人
像
の
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
政
像
の
顔
の
向
き
は
向
か
い
合
う
、
こ
の
夫
婦
像
で
あ
る
こ

と
に
由
来
す
る
。
装
束
は
黒
地
の
素
襖
を
上
下
に
着
用
し
、
肩
部
等
の
要
所
に
浅
井

氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す
る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
左
腰
に
脇

差
を
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
武
士
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
右
手
に
は
扇
を
握
り
、

左
手
は
た
だ
拳
を
握
る
。
こ
の
Ｂ
１
像
は
Ａ
１
像
の
半
法
体
と
も
言
う
べ
き
姿
と
較

べ
る
と
、
明
ら
か
に
俗
体
と
し
て
描
い
て
い
る
。
藤
懸
静
也
氏
は
制
作
者
を
「
お
そ

ら
く
は
当
年
土
佐
系
統
の
画
家
」
と
推
定
す
る

（
四
四
）

。

　

研
谷
昌
志
氏
に
よ
る
と
、
賛
の
前
半
は
像
主
賛
美
の
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
、
後
半

は
著
賛
の
経
緯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
事
に
用
い
ら
れ
た
頂
相
の
性
質
を
色
濃
く
残

す
と
い
う

（
四
五
）

。
Ｂ
１
像
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
Ａ
１
像
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し

て
形
式
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
発
注
者
で
あ
る
淀
殿
に
は
幼
少
期
に
死
別
し
た
父

に
つ
い
て
か
す
か
な
記
憶
し
か
な
か
っ
た
う
え
、
こ
の
と
き
す
で
に
長
政
没
後
十
七

年
を
経
過
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Ａ
１
像
と
較
べ
る
と
、
Ｂ
１
像

に
は
長
政
と
の
時
間
的
、
地
理
的
、
心
情
的
な
距
離
感
の
懸
隔
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ

う
。

（
三
）
Ｂ
系
列
像
の
変
遷

（
三
）
Ｂ
系
列
像
の
変
遷

【
概
要
】
Ｂ
系
列
像
は
俗
体
（
折
烏
帽
子
）
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
髭
を
た
く
わ
え

る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
Ｂ
１
～
２
・
５
・
７
像
は
長
政
の

追
福
、
供
養
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
Ｂ
１
像
は
高
野
山
持
明
院
、
Ｂ
５
像
は
京

都
養
源
院
に
奉
納
さ
れ
た
。
奉
納
者
は
後
者
に
つ
い
て
も
淀
殿
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
四
六
）

。
Ｂ
２
像
は
Ｂ
１
像
の
正
確
な
模
写
で
あ
る
か
ら
、
伝
来
は
不
明
な
が
ら
（
四
七
）

、

浅
井
氏
所
縁
の
武
家
が
か
か
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｂ

系
列
像
は
Ａ
系
列
像
と
は
異
な
り
、
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
Ｂ
３
・
４
・
６
像
は
研
究
資
料
と
し
て
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
（
Ｂ
３
像
）
や
東
京
国
立
博
物
館
（
Ｂ
４
像
）
が
現
状
模
写
し
た
。
ま
た
、

南
部
氏
は
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺
楊
厳
文
洲
願
書
の
写
し
に
参
考
資
料

と
し
て
添
付
す
る
た
め
に
Ｂ
ａ
像
を
部
分
模
写
し
た
（
Ｂ
６
像

（
四
八
）

）
。
Ｂ
７
像
に
つ

い
て
は
実
の
と
こ
ろ
位
置
づ
け
が
難
し
い
が
、
十
八
世
紀
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
の

で
（
四
九
）

、
い
ち
お
う
こ
れ
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
Ｂ
系
列
像
の
分
析
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
顔
の
向
き
に
注
目
す
る
と
、

そ
れ
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）
の
Ｂ
１
～
４
像
と
そ
の
逆
向
き
の
Ｂ
５
～
７

像
と
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

【
Ｂ
１
～
４
像
】

【
Ｂ
１
～
４
像
】
上
述
の
如
く
Ｂ
１
像
は
向
か
い
合
う
二
幅
一
対
の
夫
婦
像
と
し
て

同
時
に
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
。
Ｂ
２
～
４
像
も
制
作
目
的
は
追
福
、
供
養
（
Ｂ
２
像
）
、

あ
る
い
は
研
究
資
料
（
Ｂ
３
～
４
像
）
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
夫
婦
像
の
一
幅
と
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と
し
て
単
独
で
描
か
れ
、
理
由
が
あ
っ
て
敢
え
て
顔
を
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
は
、
お
そ
ら
く
建
物
配
置
や
建
物
内
構
造
等

か
ら
、
法
要
等
に
お
い
て
肖
像
画
を
本
尊
の
左
側
（
向
か
っ
て
右
側
）
に
配
置
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

【【
ＢＢ
５５
像像
】】
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
山
根
有
三
氏
は
寺
伝
で
は
久
政
像
と
す
る
が
、
持
明

院
の
久
政
像
と
比
較
す
る
と
像
容
は
あ
ま
り
に
も
違
う
か
ら
明
ら
か
に
別
人
と
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
Ｂ
１
像
と
比
較
す
る
と
「
像
主
の
顔
の
向
き
は
反
対
だ
が
、
そ
の
顔

貌
や
体
容
の
特
徴
が
き
わ
め
て
近
く
、
素
袍
の
模
様
や
衣
文
の
彫
塗
り
の
技
法
も
似

て
い
る
」
か
ら
、
実
の
像
主
は
長
政
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｂ
５
像
こ
そ

東
福
門
院
（
長
政
孫
、
崇
源
院
五
女
、
明
正
天
皇
母
）
が
「
ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に

御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度
思
召
候
」
（
『
資
勝
卿
記
』

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
（
史
料
５
）
と
の
意
向
を
示
し
た
、
ま
さ
に

そ
の
長
政
像
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
Ｂ
５
像
は
寛
永
九
年
以
前
か
ら
存

在
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
根
氏
は
「
淀
殿
が
父
長
政
の
た
め
に
、
文
禄
三
年
に
養
源

院
を
建
立
し
た
と
き
か
、
秀
忠
夫
人
が
元
和
七
年
に
再
建
し
た
際
に
、
供
養
像
と
し

て
の
長
政
像
の
必
要
を
感
じ
て
、
絵
師
に
描
か
せ
て
奉
納
し
た
」
と
考
え
、
結
論
と

し
て
は
狩
野
山
楽
が
文
禄
三
年
に
養
源
院
の
障
壁
画
を
制
作
し
た
際
、
淀
殿
か
ら
Ｂ

５
像
を
描
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
と
推
測
し
て
い
る
（
五
〇
）
。 

と
こ
ろ
で
山
根
氏
は
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
当
初
は
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主

の
顔
の
向
き
を
変
え
た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
が
、「
詳
細
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
に
は
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
、
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像

と
無
髭
の
Ａ
１
像
の
両
方
を
参
考
に
し
て
制
作
し
た
と
考
え
直
し
て
い
る
。
そ
し
て

Ｂ
１
像
と
の
差
（
Ｂ
５
像
が
髭
な
ど
を
描
か
な
い
と
こ
ろ
）
は
「
注
文
主
の
意
向
（
趣

味
）
の
違
い
を
意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
山
根
氏

の
葛
藤
の
原
因
は
Ｂ
５
像
の
保
存
状
態
が
き
わ
め
て
わ
る
い
こ
と
に
あ
っ
た
（
五
一
）
。

山
根
氏
の
観
察
の
と
お
り
「
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と

は
事
実
と
し
て
も
、
と
く
に
顔
の
剥
落
が
著
し
い
状
態
で
は
、
Ｂ
５
像
に
口
髭
も
頬

髯
も
な
か
っ
た
証
明
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

【【
ＢＢ
ａａ
像像
とと
ＢＢ
６６
像像
】】
Ｂ
６
像
は
Ｂ
５
像
と
よ
く
似
る
。
装
束
は
黒
地
の
素
襖
を
上

下
に
着
用
し
、
そ
の
肩
部
等
の
要
所
に
は
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す

る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
そ
し
て
、
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
が
、
Ｂ
１
像
と
同
じ
く
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
は
や
す
。
Ｂ
６
像
は
山
根
氏

が
当
初
、
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主
の
顔
の
向
き
を
変
え

た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
と
お
り
の
像
容
で
あ
る
。
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像
の
像
主
の
顔

の
向
き
を
か
え
て
模
写
し
、
Ｂ
ａ
像
は
さ
ら
に
そ
れ
を
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

Ｂ
６
像
の
元
本
は
現
在
所
在
不
明
の
Ｂ
ａ
像
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
浅
井
郡
丁
野
村 

脇
坂
大
祐
所
蔵
」（
五
二
）

で
あ
っ
た
。
脇
坂
大
祐
は
脇
坂
若
狭
（
丁
野
若
狭
）
の
子
孫

で
あ
り
、
同
家
が
丁
野
村
を
離
れ
た
幕
末
頃
の
当
主
で
あ
る
（
五
三
）
。「
慶
長
七
年
五
月

よ
り
大
日
照
に
付
江
戸
裁
許
の
一
件
」
に
よ
る
と
、
水
利
争
論
に
か
か
わ
っ
て
「
丁

野
村
若
狭
へ
ハ
謝
礼
と
し
て
、
丁
野
村
之
内
得
勝
寺
之
古
跡
、
惣
地
ニ
相
成
候
所
五

反
余
遣
し
申
し
候
」
と
伝
え
る
（
五
四
）
。
こ
の
若
狭
屋
敷
こ
そ
上
述
の
徳
勝
寺
の
開
創

地
で
あ
り
、
天
正
九
年
ま
で
徳
勝
寺
が
小
谷
城
清
水
谷
退
転
し
て
い
た
丁
野
村
の
元

屋
敷
で
あ
っ
た
。 

養
源
院
と
浅
井
氏
の
本
貫
地
丁
野
村
と
の
あ
い
だ
に
は
具
体
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
。
養
源
院
の
開
山
成
伯
の
父
親
は
「
江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
浅
井
石
見
守
藤
原
親
政
」

（
『
当
院
過
去
帳
』
二
十
四
日
条
（
五
五
）
）
で
あ
っ
た
。
成
伯
は
長
政
の
菩
提
を
弔
う
養

源
院
の
住
職
と
し
て
浅
井
氏
一
族
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
成
伯
が
丁

野
郷
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
た
場
合
、
徳
勝
寺
を
介
し
た
可
能
性
が
高
い
。
徳
勝
寺

は
天
正
九
年
に
長
浜
城
内
へ
移
転
す
る
ま
で
は
丁
野
村
に
あ
り
、
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）
以
降
は
丁
野
村
の
徳
勝
寺
元
屋
敷
に
脇
坂
若
狭
が
住
ま
い
し
た
。
Ｂ
ａ
像
が

徳
勝
寺
で
は
な
く
脇
坂
若
狭
家
に
伝
来
し
た
事
実
は
、
養
源
院
と
丁
野
村
と
の
つ
な

が
り
が
慶
長
七
年
以
降
に
発
生
し
た
こ
と
を
物
語
る
と
み
ら
れ
る
。
Ｂ
５
像
は
文
禄

三
年
か
元
和
七
年
に
養
源
院
に
奉
納
さ
れ
、
寛
永
九
年
に
は
東
福
門
院
が
「
無
官
に

て
烏
帽
子
体
見
苦
候
」
（
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
）
と

し
て
現
状
模
写
さ
れ
た
か
ら
当
然
、
顔
は
左
向
き
（
向
か
っ
て
右
向
き
）
と
な
る
。

【
Ｂ
５
～
７
像
】

【
Ｂ
５
～
７
像
】
顔
が
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
の
Ｂ
５
～
７
像
は
Ｂ
系
列
像

で
あ
る
と
し
て
も
夫
婦
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
か
ら
長
政
像

と
し
て
単
独
で
描
か
れ
、
理
由
が
あ
っ
て
敢
え
て
顔
を
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
は
、
お
そ
ら
く
建
物
配
置
や
建
物
内
構
造
等

か
ら
、
法
要
等
に
お
い
て
肖
像
画
を
本
尊
の
左
側
（
向
か
っ
て
右
側
）
に
配
置
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
Ｂ
５
像
】

【
Ｂ
５
像
】
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
山
根
有
三
氏
は
寺
伝
で
は
久
政
像
と
す
る
が
、
持
明

院
の
久
政
像
と
比
較
す
る
と
像
容
は
あ
ま
り
に
も
違
う
か
ら
明
ら
か
に
別
人
と
す

る
。
そ
の
一
方
で
、
Ｂ
１
像
と
比
較
す
る
と
「
像
主
の
顔
の
向
き
は
反
対
だ
が
、
そ

の
顔
貌
や
体
容
の
特
徴
が
き
わ
め
て
近
く
、
素
袍
の
模
様
や
衣
文
の
彫
塗
り
の
技
法

も
似
て
い
る
」
か
ら
、
実
の
像
主
は
長
政
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｂ
５
像

こ
そ
東
福
門
院
（
長
政
孫
、
崇
源
院
五
女
、
明
正
天
皇
母
）
が
「
ア
サ
イ
御
影
養
源

院
に
御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度
思
召
候
」（
『
資
勝
卿
記
』

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
（
史
料
５
）
と
の
意
向
を
示
し
た
、
ま
さ
に

そ
の
長
政
像
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
Ｂ
５
像
は
寛
永
九
年
以
前
か

ら
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
根
氏
は
「
淀
殿
が
父
長
政
の
た
め
に
、
文
禄
三
年
に

養
源
院
を
建
立
し
た
と
き
か
、
秀
忠
夫
人
が
元
和
七
年
に
再
建
し
た
際
に
、
供
養
像

と
し
て
の
長
政
像
の
必
要
を
感
じ
て
、
絵
師
に
描
か
せ
て
奉
納
し
た
」
と
考
え
、
結

論
と
し
て
は
狩
野
山
楽
が
文
禄
三
年
に
養
源
院
の
障
壁
画
を
制
作
し
た
際
、
淀
殿
か

ら
Ｂ
５
像
を
描
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
と
推
測
し
て
い
る

（
五
〇
）

。

　

と
こ
ろ
で
山
根
氏
は
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
当
初
は
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主

の
顔
の
向
き
を
変
え
た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
が
、
「
詳
細
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
に
は
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
、
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１

像
と
無
髭
の
Ａ
１
像
の
両
方
を
参
考
に
し
て
制
作
し
た
と
考
え
直
し
て
い
る
。
そ
し

て
Ｂ
１
像
と
の
差
（
Ｂ
５
像
が
髭
な
ど
を
描
か
な
い
と
こ
ろ
）
は
「
注
文
主
の
意
向
（
趣

味
）
の
違
い
を
意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
山
根
氏

の
葛
藤
の
原
因
は
Ｂ
５
像
の
保
存
状
態
が
き
わ
め
て
わ
る
い
こ
と
に
あ
っ
た

（
五
一
）

。

山
根
氏
の
観
察
の
と
お
り
「
口
髭
も
頬
髯
も
描
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と

は
事
実
と
し
て
も
、
と
く
に
顔
の
剥
落
が
著
し
い
状
態
で
は
、
Ｂ
５
像
に
口
髭
も
頬

髯
も
な
か
っ
た
証
明
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

【
Ｂ
ａ
像
と
Ｂ
６
像
】

【
Ｂ
ａ
像
と
Ｂ
６
像
】
Ｂ
６
像
は
Ｂ
５
像
と
よ
く
似
る
。
装
束
は
黒
地
の
素
襖
を
上

下
に
着
用
し
、
そ
の
肩
部
等
の
要
所
に
は
浅
井
氏
家
紋
の
三
盛
亀
甲
花
菱
を
配
置
す

る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
そ
し
て
、
顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）

で
あ
る
が
、
Ｂ
１
像
と
同
じ
く
口
髭
、
顎
鬚
、
頬
髯
を
は
や
す
。
Ｂ
６
像
は
山
根
氏

が
当
初
、
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
Ｂ
１
像
を
「
手
本
に
、
た
だ
像
主
の
顔
の
向
き
を
変
え

た
程
度
」
と
考
え
て
い
た
と
お
り
の
像
容
で
あ
る
。
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像
の
像
主
の
顔

の
向
き
を
か
え
て
模
写
し
、
Ｂ
ａ
像
は
さ
ら
に
そ
れ
を
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｂ
６
像
の
元
本
は
現
在
所
在
不
明
の
Ｂ
ａ
像
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
浅
井
郡
丁
野
村　

脇
坂
大
祐
所
蔵
」（

五
二
）

で
あ
っ
た
。
脇
坂
大
祐
は
脇
坂
若
狭
（
丁
野
若
狭
）
の
子
孫

で
あ
り
、
同
家
が
丁
野
村
を
離
れ
た
幕
末
頃
の
当
主
で
あ
る

（
五
三
）

。
「
慶
長
七
年
五
月

よ
り
大
日
照
に
付
江
戸
裁
許
の
一
件
」
に
よ
る
と
、
水
利
争
論
に
か
か
わ
っ
て
「
丁

野
村
若
狭
へ
ハ
謝
礼
と
し
て
、
丁
野
村
之
内
得
勝
寺
之
古
跡
、
惣
地
ニ
相
成
候
所
五

反
余
遣
し
申
し
候
」
と
伝
え
る

（
五
四
）

。
こ
の
若
狭
屋
敷
こ
そ
上
述
の
徳
勝
寺
の
開
創

地
で
あ
り
、
天
正
九
年
ま
で
徳
勝
寺
が
小
谷
城
清
水
谷
か
ら
退
転
し
て
い
た
丁
野
村

の
元
屋
敷
で
あ
っ
た
。

　

養
源
院
と
浅
井
氏
の
本
貫
地
丁
野
村
と
の
あ
い
だ
に
は
具
体
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
。
養
源
院
の
開
山
成
伯
の
父
親
は
「
江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
浅
井
石
見
守
藤
原
親
政
」

（
『
当
院
過
去
帳
』
二
十
四
日
条

（
五
五
）

）
で
あ
っ
た
。
成
伯
は
長
政
の
菩
提
を
弔
う
養

源
院
の
住
職
と
し
て
浅
井
氏
一
族
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
成
伯
が
丁

野
郷
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
た
場
合
、
徳
勝
寺
を
介
し
た
可
能
性
が
高
い
。
徳
勝
寺

は
天
正
九
年
に
長
浜
城
内
へ
移
転
す
る
ま
で
は
丁
野
村
に
あ
り
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
以
降
は
丁
野
村
の
徳
勝
寺
元
屋
敷
に
脇
坂
若
狭
が
住
ま
い
し
た
。
Ｂ

ａ
像
が
徳
勝
寺
で
は
な
く
脇
坂
若
狭
家
に
伝
来
し
た
事
実
は
、
養
源
院
と
丁
野
村
と



- 8 - 
 

見
て
い
る
（
史
料
５
、
後
述
）
。
成
伯
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
没
で
あ
る
か
ら
、

Ｂ
５
像
を
模
写
し
た
Ｂ
ａ
像
は
お
そ
ら
く
慶
長
七
年
か
ら
寛
永
九
年
ま
で
の
間
に
脇

坂
若
狭
の
手
元
に
渡
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は
丁
野
村

に
長
政
位
牌
を
年
廻
り
で
供
養
す
る
十
三
家
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
（
史
料
４
）
、
そ

う
し
た
浅
井
氏
関
係
者
（
一
族
や
家
臣
、
被
官
等
）
が
長
政
の
法
要
に
掲
げ
た
肖
像

が
Ｂ
ａ
像
（
Ｂ
６
像
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【【
ＢＢ
７７
像像
】】
Ｂ
７
像
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か

ぶ
り
、
左
腰
に
脇
差
を
指
す
。
右
手
は
扇
を
握
り
、
左
手
は
拳
を
握
る
。
顔
は
右
向

き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
で
薄
い
口
髭
、
顎
鬚
を
は
や
す
。
面
貌
は
Ｂ
６
像
に
似
て

い
る
が
、
Ｂ
系
列
像
の
な
か
で
は
か
な
り
趣
が
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
持
明
院
の

久
政
像
に
見
る
如
く
装
束
地
を
州
浜
型
に
染
め
分
け
つ
つ
、
Ａ
系
列
の
如
く
全
面
に

は
亀
甲
紋
繋
ぎ
を
描
く
一
方
、
要
所
の
家
紋
は
Ｂ
１
像
の
如
く
配
置
す
る
。
そ
し
て
、

肌
着
は
淡
い
緑
色
で
、
襟
は
白
色
と
山
吹
色
に
塗
り
分
け
る
か
ら
、
Ｂ
１
像
に
近
い
。

諸
本
を
参
考
に
制
作
し
た
と
い
う
点
で
は
Ａ
１
０
像
と
同
じ
く
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」

で
あ
る
。
像
裏
面
に
「
南
部
家
蔵
」
の
朱
印
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
Ａ
９
～

１
０
像
と
同
じ
く
南
部
晋
氏
に
よ
る
模
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

 

三三
．．
ＣＣ
系系
列列
のの
長長
政政
像像  

  

（（
一一
））
養養
源源
院院
のの
概概
要要  

淀
殿
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
秀
頼
を
産
み
、
そ
の
翌
年
に
秀
吉
に
願
っ
て

養
源
院
を
建
立
し
た
（
史
料
６
）
。
こ
の
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
は
淀
殿
の
父
長
政
、

祖
父
久
政
ら
の
二
十
一
回
忌
に
あ
た
る
。
養
源
院
は
長
政
の
院
号
と
さ
れ
る
。
開
山

の
成
伯
は
「
江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
人
浅
井
石
見
守
藤
原
親
政
」
の
子
で
あ
る
（
開
山

法
印
成
伯
位
牌
背
面
銘
文
（
五
六
）
）
。
天
台
宗
で
あ
る
（
五
七
）
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
、

火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
が
（
五
八
）
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
崇
源
院
と
東
福
門
院

の
願
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
寺
領
は
三
〇
〇
石
で
、
破
損
の
た
び
に
幕
府
の
援
助
で

修
理
さ
れ
、
寺
格
も
高
く
朝
廷
へ
の
諸
願
直
奏
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。 

（（
二二
））
ＣＣ
１１
像像
のの
特特
徴徴  

Ｃ
１
像
に
賛
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
裏
貼
が
あ
る
（
五
九
）
。
す
な
わ
ち
「
浅
井
［
備

前
守
］
長
政
公
生
害
天
正
元
癸
際
九
月
朔
日
也
」「
寛
永
九
年
九
月
十
五
日 

任
権
中

納
言
」「
長
政
廿
九
歳
薨
ス 

寛
永
十
二
乙
亥
迄
六
十
三
ヶ
年
也
」「
成
伯
法
印
［
被
］

仰
置
、
光
慶
権
僧
正
弟
子
［ 

］
伝
書
之
」
。
そ
し
て
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
九
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
東
福
門
院
が
「
ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に
御
座
候
、

無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度
思
召
候
」
と
の
意
向
を
示
し
、
同
十

五
日
条
に
は
後
水
尾
院
に
よ
っ
て
「
浅
井
藤
原
長
政
、
贈
中
納
言
之
宣
旨
、
頭
中
将

ヨ
リ
来
候
、
則
大
外
記
局
ヘ
下
知
申
候
也
、
大
仏
養
源
院
ヘ
大
外
記
、
宣
旨
ヲ
持
参

申
候
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
山
根
有
三
氏
は
こ
の
像
は
寛
政
九
年
九
月

か
ら
同
十
二
年
ま
で
の
間
に
、
東
福
門
院
の
意
向
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
開
山
成
伯
は
寛
永
十
一
年
七
月
二
四
日
に
没
し
（
開
山
法
印
成
伯
位

牌
背
面
銘
文
、
養
源
院
過
去
帳
二
四
日
条
）
、
そ
の
後
を
甥
の
光
慶
が
二
世
を
継
承
し

て
い
る
か
ら
、
Ｃ
１
像
は
寛
永
十
二
年
の
制
作
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｃ
１
図
は
他
系
列
を
含
め
た
す
べ
て
の
長
政
像
の
な
か
で
、

原
本
と
し
て
は
最
も
新
し
い
。 

像
容
は
如
上
の
経
緯
か
ら
、
束
帯
姿
で
あ
る
。
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
り
、

顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
で
口
髭
、
顎
鬚
を
は
や
す
。
装
束
は
黒
地
の
束

帯
を
着
用
し
、
頭
に
は
唐
冠
を
か
ぶ
る
。
右
手
に
は
笏
を
握
り
、
左
手
は
た
だ
拳
を

握
る
。
左
腰
に
太
刀
を
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
武
官
（
武
士
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
Ｃ
１
像
は
朝
服
す
な
わ
ち
朝
廷
出
仕
の
正
服
を
ま
と
っ
た
武
官
の
中
納

言
の
姿
で
あ
る
。
時
間
的
、
地
理
的
、
心
情
的
な
長
政
と
の
距
離
感
は
Ｂ
１
像
よ
り

も
さ
ら
に
大
き
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
Ａ
１
像
、
Ｂ
１
像
と
は
面
貌
を
異
に
す
る
こ

と
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
供
養
の
ほ
か
、
長
政
を
顕
彰
す
る
た
め
に
描
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
山
根
氏
は
寛
政
十
年
頃
に
仙
洞
御
所
に
出
入
り
し
て
い
た
狩
野
派

の
絵
師
（
た
と
え
ば
狩
野
清
真
、
伊
藤
長
兵
衛
ら
）
が
Ｃ
１
像
を
描
い
た
と
推
定
し
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て
い
る
（
六
〇
）
。 

な
お
、
Ｃ
系
列
像
は
Ｃ
１
像
で
、
模
本
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
Ｃ
１
像
が
東
福

門
院
の
意
向
に
よ
っ
て
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
養
源
院
が
徳
川
家

と
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
て
、
寺
格
が
高
か
っ
た
た
め
、
模
本
も
簡
単
に
は
制
作
さ
れ

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 おお
わわ
りり
にに  

 

Ａ
系
列
像
は
徳
勝
寺
を
中
心
と
し
た
浅
井
氏
旧
領
国
の
人
々
と
深
く
結
び
付
い
て

成
立
し
展
開
し
た
。
徳
勝
寺
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
う
人
々
は
長

政
の
近
親
で
は
な
い
も
の
の
、
長
政
を
敬
慕
し
親
近
感
を
も
つ
数
多
く
の
浅
井
氏
地

元
の
人
々
で
あ
る
。
Ａ
系
列
像
に
い
く
つ
も
の
模
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
掲
げ
た
供
養

や
顕
彰
が
徳
勝
寺
以
外
の
在
地
に
お
い
て
も
継
続
し
た
こ
と
は
、
徳
勝
寺
と
そ
こ
に

集
う
人
々
の
こ
う
し
た
属
性
（
個
性
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
Ａ
９
像
等
を
自
ら
描
い

た
南
部
氏
も
そ
う
し
た
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ
た
。 

他
方
、
Ｂ
系
列
像
は
高
野
山
持
明
院
を
起
点
と
し
養
源
院
等
へ
と
展
開
し
た
。
持

明
院
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
も
の
の
、
他
大
名
家
と
も
師
壇
関
係
に
あ
り
、
浅

井
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
淀
殿
は

身
近
な
位
置
に
浅
井
氏
菩
提
寺
と
し
て
養
源
院
を
創
建
し
、
崇
源
院
が
こ
れ
を
引
き

継
い
だ
。
Ｂ
５
像
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
供
養
像
で
あ
る
。
Ｂ
２
像
も
浅
井
氏
一
族

が
か
か
わ
る
長
政
供
養
に
あ
た
っ
て
模
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

Ｃ
１
像
に
つ
い
て
は
東
福
門
院
が
先
祖
顕
彰
の
た
め
に
新
た
に
制
作
し
、
Ｂ
５
像

と
取
り
替
え
る
べ
く
養
源
院
に
奉
納
し
た
。
養
源
院
は
天
皇
家
や
徳
川
家
と
も
か
か

わ
る
格
の
高
い
寺
院
で
あ
り
、
寺
領
も
三
百
石
を
有
し
た
か
ら
、
Ｃ
１
像
を
掲
げ
た

供
養
は
他
と
か
か
わ
ら
ず
と
も
継
続
し
た
。
模
本
が
制
作
さ
れ
て
他
に
拡
散
し
な
か

っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
養
源
院
と
丁
野
村
と
の
か
か

わ
り
は
、
Ｂ
６
像
を
介
し
寛
永
九
年
以
前
の
こ
と
と
し
て
Ｂ
ａ
像
に
よ
っ
て
う
か
が

わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
Ｃ
１
像
の
登
場
は
養
源
院
の
寺
格
の
上
昇
と
、
養
源
院
が
在

地
を
離
れ
た
浅
井
氏
一
族
の
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
た
こ
と

を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。 

以
上
、
本
稿
で
は
天
正
元
年
九
月
一
日
の
長
政
没
後
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
の
長
政

像
が
ど
の
よ
う
な
人
々
の
ど
の
よ
う
な
意
思
（
心
情
）
を
背
景
に
、
相
互
に
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

（
き
た
む
ら 

よ
し
ひ
ろ
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課 

文
化
財
活
用
推
進
・
新
文
化
館
開
設
準
備
室
室
長
補
佐 

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
参
事
）  

謝謝
辞辞  本

稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
よ
り
ご
教
示
と
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

井
上
ひ
ろ
美
、
香
水
敏
夫
、
佐
々
木
悦
也
、
高
木
叙
子
、
松
井
昌
司 

小
谷
城
址
保
勝
会
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
長
浜
市
高
月
観
音
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館
、
藤
本
松
雲
堂
、
理
覚
院 

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）  

  

註註  （ 

一 

）
Ａ
１
像
に
つ
い
て
は
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
（
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、
五

五
〇
～
五
五
六
頁
）
、
Ｂ
１
像
に
つ
い
て
は
藤
懸
静
也
「
浅
井
長
政
像
解
」（
『
国
華
』

第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
国
華
社
、
一
九
三
九
年
、
二
一
五
、
二
一
七
頁
）
。

な
お
、
後
者
は
無
記
名
で
あ
る
が
、
山
根
有
三
氏
は
藤
懸
氏
の
執
筆
と
す
る
の
で
（
山

根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、
大

和
文
華
館
、
一
九
九
六
年
、
十
七
頁
）
、
こ
れ
に
従
う
。 

の
つ
な
が
り
が
慶
長
七
年
以
降
に
発
生
し
た
こ
と
を
物
語
る
と
み
ら
れ
る
。
Ｂ
５
像

は
文
禄
三
年
か
元
和
七
年
に
養
源
院
に
奉
納
さ
れ
、
寛
永
九
年
に
は
東
福
門
院
が
「
無

官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
」（
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
）

と
見
て
い
る
（
史
料
５
、
後
述
）
。
成
伯
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
没
で
あ
る

か
ら
、
Ｂ
５
像
を
模
写
し
た
Ｂ
ａ
像
は
お
そ
ら
く
慶
長
七
年
か
ら
寛
永
九
年
ま
で
の

間
に
脇
坂
若
狭
の
手
元
に
渡
り
、
同
家
で
の
長
政
の
追
福
、
供
養
に
用
い
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
。

【
Ｂ
７
像
】

【
Ｂ
７
像
】
Ｂ
７
像
は
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
頭
に
は
折
烏
帽
子
を
か

ぶ
り
、
左
腰
に
脇
差
を
指
す
。
右
手
は
扇
を
握
り
、
左
手
は
拳
を
握
る
。
顔
は
右
向

き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
で
薄
い
口
髭
、
顎
鬚
を
は
や
す
。
面
貌
は
Ｂ
６
像
に
似
て

い
る
が
、
Ｂ
系
列
像
の
な
か
で
は
か
な
り
趣
が
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
持
明
院
の

久
政
像
に
見
る
如
く
装
束
地
を
州
浜
型
に
染
め
分
け
つ
つ
、
Ａ
系
列
の
如
く
全
面
に

は
亀
甲
紋
繋
ぎ
を
描
く
一
方
、
要
所
の
家
紋
は
Ｂ
１
像
の
如
く
配
置
す
る
。
そ
し
て
、

肌
着
は
淡
い
緑
色
で
、
襟
は
白
色
と
山
吹
色
に
塗
り
分
け
る
か
ら
、
Ｂ
１
像
に
近
い
。

諸
本
を
参
考
に
制
作
し
た
と
い
う
点
で
は
Ａ
１
０
像
と
同
じ
く
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」

で
あ
る
。
像
裏
面
に
「
南
部
家
蔵
」
の
朱
印
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
あ
る
い

は
Ａ
９
～
１
０
像
と
同
じ
く
南
部
晋
氏
に
よ
る
模
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。　

三
．
Ｃ
系
列
の
長
政
像

三
．
Ｃ
系
列
の
長
政
像

（
一
）
養
源
院
の
概
要

（
一
）
養
源
院
の
概
要

　

淀
殿
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
秀
頼
を
産
み
、
そ
の
翌
年
に
秀
吉
に
願
っ
て

養
源
院
を
建
立
し
た
（
史
料
６
）
。
こ
の
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
は
淀
殿
の
父
長
政
、

祖
父
久
政
ら
の
二
十
一
回
忌
に
あ
た
る
。
養
源
院
は
長
政
の
院
号
と
さ
れ
る
。
開
山

の
成
伯
は
「
江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
人
浅
井
石
見
守
藤
原
親
政
」
の
子
で
あ
る
（
開
山

法
印
成
伯
位
牌
背
面
銘
文

（
五
六
）

）
。
天
台
宗
で
あ
る
（
五
七
）

。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
、

火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
が

（
五
八
）

、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
崇
源
院
と
東
福
門
院

の
願
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
寺
領
は
三
〇
〇
石
で
、
破
損
の
た
び
に
幕
府
の
援
助
で

修
理
さ
れ
、
寺
格
も
高
く
朝
廷
へ
の
諸
願
直
奏
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
二
）
Ｃ
１
像
の
特
徴

（
二
）
Ｃ
１
像
の
特
徴

　

Ｃ
１
像
に
賛
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
裏
貼
が
あ
る

（
五
九
）

。
す
な
わ
ち
「
浅
井
［
備

前
守
］
長
政
公
生
害
天
正
元
癸
際
九
月
朔
日
也
」
「
寛
永
九
年
九
月
十
五
日　

任
権

中
納
言
」「
長
政
廿
九
歳
薨
ス　

寛
永
十
二
乙
亥
迄
六
十
三
ヶ
年
也
」「
成
伯
法
印
［
被
］

仰
置
、
光
慶
権
僧
正
弟
子
［　

］
伝
書
之
」
。
そ
し
て
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
東
福
門
院
が
「
ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に
御

座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度
思
召
候
」
と
の
意
向
を
示
し
、

同
十
五
日
条
に
は
後
水
尾
院
に
よ
っ
て
「
浅
井
藤
原
長
政
、
贈
中
納
言
之
宣
旨
、
頭

中
将
ヨ
リ
来
候
、
則
大
外
記
局
ヘ
下
知
申
候
也
、
大
仏
養
源
院
ヘ
大
外
記
、
宣
旨
ヲ

持
参
申
候
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
山
根
有
三
氏
は
こ
の
像
は
寛
政
九
年

九
月
か
ら
同
十
二
年
ま
で
の
間
に
、
東
福
門
院
の
意
向
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
開
山
成
伯
は
寛
永
十
一
年
七
月
二
四
日
に
没
し
（
開
山
法
印
成

伯
位
牌
背
面
銘
文
、
養
源
院
過
去
帳
二
四
日
条
）
、
そ
の
後
を
甥
の
光
慶
が
二
世
を

継
承
し
て
い
る
か
ら
、
Ｃ
１
像
は
寛
永
十
二
年
の
制
作
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｃ
１
図
は
他
系
列
を
含
め
た
す
べ
て
の
長
政
像
の
な

か
で
、
原
本
と
し
て
は
最
も
新
し
い
。

　

像
容
は
如
上
の
経
緯
か
ら
、
束
帯
姿
で
あ
る
。
上
畳
に
胡
座
す
る
全
身
像
で
あ
り
、

顔
は
右
向
き
（
向
か
っ
て
左
向
き
）
で
口
髭
、
顎
鬚
を
は
や
す
。
装
束
は
黒
地
の
束

帯
を
着
用
し
、
頭
に
は
唐
冠
を
か
ぶ
る
。
右
手
に
は
笏
を
握
り
、
左
手
は
た
だ
拳
を

握
る
。
左
腰
に
太
刀
を
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
武
官
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
Ｃ
１
像
は
朝
服
す
な
わ
ち
朝
廷
出
仕
の
正
服
を
ま
と
っ
た
武
官
の
中
納
言
の
姿
で

あ
る
。
時
間
的
、
地
理
的
、
心
情
的
な
長
政
と
の
距
離
感
は
Ｂ
１
像
よ
り
も
さ
ら
に

大
き
く
ひ
ろ
が
り
、
Ａ
１
像
、
Ｂ
１
像
と
は
面
貌
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
供
養

の
ほ
か
、
長
政
を
顕
彰
す
る
た
め
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
根
氏
は
寛
政
十
年
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て
い
る
（
六
〇
）
。 

な
お
、
Ｃ
系
列
像
は
Ｃ
１
像
で
、
模
本
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
Ｃ
１
像
が
東
福

門
院
の
意
向
に
よ
っ
て
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
養
源
院
が
徳
川
家

と
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
て
、
寺
格
が
高
か
っ
た
た
め
、
模
本
も
簡
単
に
は
制
作
さ
れ

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 おお
わわ
りり
にに  

 

Ａ
系
列
像
は
徳
勝
寺
を
中
心
と
し
た
浅
井
氏
旧
領
国
の
人
々
と
深
く
結
び
付
い
て

成
立
し
展
開
し
た
。
徳
勝
寺
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
う
人
々
は
長

政
の
近
親
で
は
な
い
も
の
の
、
長
政
を
敬
慕
し
親
近
感
を
も
つ
数
多
く
の
浅
井
氏
地

元
の
人
々
で
あ
る
。
Ａ
系
列
像
に
い
く
つ
も
の
模
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
掲
げ
た
供
養

や
顕
彰
が
徳
勝
寺
以
外
の
在
地
に
お
い
て
も
継
続
し
た
こ
と
は
、
徳
勝
寺
と
そ
こ
に

集
う
人
々
の
こ
う
し
た
属
性
（
個
性
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
Ａ
９
像
等
を
自
ら
描
い

た
南
部
氏
も
そ
う
し
た
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ
た
。 

他
方
、
Ｂ
系
列
像
は
高
野
山
持
明
院
を
起
点
と
し
養
源
院
等
へ
と
展
開
し
た
。
持

明
院
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
も
の
の
、
他
大
名
家
と
も
師
壇
関
係
に
あ
り
、
浅

井
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
淀
殿
は

身
近
な
位
置
に
浅
井
氏
菩
提
寺
と
し
て
養
源
院
を
創
建
し
、
崇
源
院
が
こ
れ
を
引
き

継
い
だ
。
Ｂ
５
像
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
供
養
像
で
あ
る
。
Ｂ
２
像
も
浅
井
氏
一
族

が
か
か
わ
る
長
政
供
養
に
あ
た
っ
て
模
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

Ｃ
１
像
に
つ
い
て
は
東
福
門
院
が
先
祖
顕
彰
の
た
め
に
新
た
に
制
作
し
、
Ｂ
５
像

と
取
り
替
え
る
べ
く
養
源
院
に
奉
納
し
た
。
養
源
院
は
天
皇
家
や
徳
川
家
と
も
か
か

わ
る
格
の
高
い
寺
院
で
あ
り
、
寺
領
も
三
百
石
を
有
し
た
か
ら
、
Ｃ
１
像
を
掲
げ
た

供
養
は
他
と
か
か
わ
ら
ず
と
も
継
続
し
た
。
模
本
が
制
作
さ
れ
て
他
に
拡
散
し
な
か

っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
養
源
院
と
丁
野
村
と
の
か
か

わ
り
は
、
Ｂ
６
像
を
介
し
寛
永
九
年
以
前
の
こ
と
と
し
て
Ｂ
ａ
像
に
よ
っ
て
う
か
が

わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
Ｃ
１
像
の
登
場
は
養
源
院
の
寺
格
の
上
昇
と
、
養
源
院
が
在

地
を
離
れ
た
浅
井
氏
一
族
の
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
た
こ
と

を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。 

以
上
、
本
稿
で
は
天
正
元
年
九
月
一
日
の
長
政
没
後
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
の
長
政

像
が
ど
の
よ
う
な
人
々
の
ど
の
よ
う
な
意
思
（
心
情
）
を
背
景
に
、
相
互
に
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

（
き
た
む
ら 

よ
し
ひ
ろ
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課 

文
化
財
活
用
推
進
・
新
文
化
館
開
設
準
備
室
室
長
補
佐 

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
参
事
）  

謝謝
辞辞  本

稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
よ
り
ご
教
示
と
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

井
上
ひ
ろ
美
、
香
水
敏
夫
、
佐
々
木
悦
也
、
高
木
叙
子
、
松
井
昌
司 

小
谷
城
址
保
勝
会
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
長
浜
市
高
月
観
音
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館
、
藤
本
松
雲
堂
、
理
覚
院 

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）  

  

註註  （ 

一 

）
Ａ
１
像
に
つ
い
て
は
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
（
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、
五

五
〇
～
五
五
六
頁
）
、
Ｂ
１
像
に
つ
い
て
は
藤
懸
静
也
「
浅
井
長
政
像
解
」（
『
国
華
』

第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
国
華
社
、
一
九
三
九
年
、
二
一
五
、
二
一
七
頁
）
。

な
お
、
後
者
は
無
記
名
で
あ
る
が
、
山
根
有
三
氏
は
藤
懸
氏
の
執
筆
と
す
る
の
で
（
山

根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、
大

和
文
華
館
、
一
九
九
六
年
、
十
七
頁
）
、
こ
れ
に
従
う
。 

頃
に
仙
洞
御
所
に
出
入
り
し
て
い
た
狩
野
派
の
絵
師
（
た
と
え
ば
狩
野
清
真
、
伊
藤

長
兵
衛
ら
）
が
Ｃ
１
像
を
描
い
た
と
推
定
し
て
い
る

（
六
〇
）

。

　

な
お
、
Ｃ
系
列
像
は
Ｃ
１
像
の
み
で
、
模
本
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
Ｃ
１
像
が

東
福
門
院
の
意
向
に
よ
っ
て
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
養
源
院
が
徳

川
家
と
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
て
、
寺
格
が
高
か
っ
た
た
め
、
模
本
も
容
易
に
は
制
作

さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

Ａ
系
列
像
は
徳
勝
寺
を
中
心
と
し
た
浅
井
氏
旧
領
国
の
人
々
と
深
く
結
び
付
い
て

成
立
し
展
開
し
た
。
徳
勝
寺
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
う
人
々
は
長

政
の
近
親
で
は
な
い
も
の
の
、
長
政
を
敬
慕
し
親
近
感
を
も
つ
数
多
く
の
浅
井
氏
地

元
の
人
々
で
あ
る
。
Ａ
系
列
像
に
い
く
つ
も
の
模
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
掲
げ
た
追
福
、

供
養
が
徳
勝
寺
以
外
の
在
地
に
お
い
て
も
展
開
し
継
続
し
た
こ
と
は
、
徳
勝
寺
を
中

核
と
し
て
そ
こ
に
集
う
人
々
（
集
団
）
の
こ
う
し
た
属
性
（
個
性
）
に
基
づ
い
て
い
る
。

Ａ
９
像
等
を
自
ら
描
い
た
南
部
氏
も
そ
う
し
た
近
江
北
郡
に
住
ま
う
一
人
で
あ
っ

た
。

　

他
方
、
Ｂ
系
列
像
は
高
野
山
持
明
院
を
起
点
と
し
養
源
院
等
へ
と
展
開
し
た
。
持

明
院
は
浅
井
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
も
の
の
、
他
大
名
家
と
も
師
壇
関
係
に
あ
り
、
浅

井
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
淀
殿
は

身
近
な
位
置
に
浅
井
氏
菩
提
寺
と
し
て
養
源
院
を
創
建
し
、
崇
源
院
が
こ
れ
を
引
き

継
い
だ
。
Ｂ
５
像
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
供
養
像
で
あ
る
。
Ｂ
２
像
も
お
そ
ら
く
は
、

浅
井
氏
所
縁
の
武
家
が
か
か
わ
っ
て
模
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

Ｃ
１
像
に
つ
い
て
は
東
福
門
院
が
先
祖
顕
彰
の
た
め
に
新
た
に
制
作
し
、
Ｂ
５
像

と
取
り
替
え
る
べ
く
養
源
院
に
奉
納
し
た
。
養
源
院
は
天
皇
家
や
徳
川
家
と
も
か
か

わ
る
格
の
高
い
寺
院
で
あ
り
、
寺
領
も
三
百
石
を
有
し
た
か
ら
、
Ｃ
１
像
を
掲
げ
た

供
養
は
他
と
か
か
わ
ら
ず
と
も
継
続
し
た
。
模
本
が
制
作
さ
れ
て
他
に
拡
散
し
な

か
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
養
源
院
と
丁
野
村
と
の
か

か
わ
り
は
、
Ｂ
６
像
を
介
し
寛
永
九
年
以
前
の
こ
と
と
し
て
Ｂ
ａ
像
に
よ
っ
て
う
か

が
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
Ｃ
１
像
の
登
場
は
、
養
源
院
が
在
地
と
は
隔
絶
し
た
浅
井

氏
所
縁
の
上
層
武
家
等
に
よ
る
先
祖
供
養
、
顕
彰
の
寺
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
い
っ

そ
う
強
め
、
そ
の
寺
格
が
上
昇
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
天
正
元
年
九
月
一
日
の
長
政
没
後
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
列
の
長
政

像
が
ど
の
よ
う
な
人
々
（
集
団
）
の
ど
の
よ
う
な
心
情
（
意
思
）
を
背
景
に
、
相
互

に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
と

考
え
る
。

（
き
た
む
ら　

よ
し
ひ
ろ
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課

文
化
財
活
用
推
進
・
新
文
化
館
開
設
準
備
室
室
長
補
佐

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
参
事
）

謝
辞
謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
よ
り
ご
教
示
と
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

井
上
ひ
ろ
美
、
香
水
敏
夫
、
佐
々
木
悦
也
、
高
木
叙
子
、
松
井
昌
司

　

小
谷
城
址
保
勝
会
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
長
浜
市
高
月
観
音
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館
、
藤
本
松
雲
堂
、
理
覚
院

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

註註
（ 

一 

）�

Ａ
１
像
に
つ
い
て
は
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
（
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、

五
五
〇
～
五
五
六
頁
）
、
Ｂ
１
像
に
つ
い
て
は
藤
懸
静
也
「
浅
井
長
政
像
解
」
（
『
国
華
』

第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
国
華
社
、
一
九
三
九
年
、
二
一
五
、
二
一
七
頁
）
。
な
お
、
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（ 
二 

）
河
野
元
昭
「
養
源
院
宗
達
画
考
」
（
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六
号
、
国
華

社
、
一
九
八
七
年
、
二
六
～
二
七
頁
） 

（ 

三 
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
五
～
十
七
頁
） 

（ 

四 

）
太
田
浩
司
ほ
か
『
館
蔵
品
図
録 

湖
北
・
長
浜
の
あ
ゆ
み
』
（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物

館
、
一
九
九
四
年
、
八
、
七
二
頁
） 

（ 

五 

）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
五
～
十
八
頁  

（ 

六 

）
高
木
叙
子
ほ
か
『
開
館
十
五
周
年
記
念 

第
三
五
回
企
画
展 

信
長
と
安
土
城
－
収
蔵

品
で
語
る
戦
国
の
歴
史
－
』
（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二

頁
） 

（ 

七 

）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
（
長
浜
市
長
浜
城
歴
史

博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
、
十
五
～
十
六
頁
） 

（ 

八 

）
森
岡
栄
一
「
コ
ラ
ム
浅
井
長
政
像
」
（
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
七
頁
）。 

（ 

九 

）
徳
勝
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
よ
る
。
北
村
圭
弘
「
浅
井
氏
の
菩
提
寺
・
徳
勝
寺

の
歴
史
と
役
割
」
『
中
井
均
先
生
退
官
記
念
・
滋
賀
県
立
大
学
考
古
学
研
究
室
二
五
周

年
記
念
論
集
』
滋
賀
県
立
大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年
、
三
七
五
～
三
八
四
頁 

（
一
〇
）
河
毛
文
書
一
、
二
（
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、
五

八
頁
）、
太
田
浩
司
「
第
６
章 

小
谷
城
に
関
す
る
文
献
」
（
『
史
跡
小
谷
城
跡
総
合
調

査
報
告
書
』
長
浜
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一
六
〇
～
一
六
一
頁
） 

（
一
一
）
南
部
文
書
三
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
） 

（
一
二
）
下
郷
共
済
会
文
庫
文
書
（
中
川
泉
三
『
近
江
長
浜
町
志
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九

八
八
年
、
三
八
五
～
四
〇
二
頁
）
。 

（
一
三
）
伊
香
郡
井
口
村
説
（
長
浜
市
高
月
町
井
口
説
、
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
『
日
本
歴

史
地
名
大
系
二
五 

滋
賀
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
九
三
〇
～
九
三
二

頁
）
と
坂
田
郡
井
口
村
説
（
米
原
市
井
口
説
、
中
川
泉
三
『
近
江
長
浜
町
志
』
第
一

巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、
八
一
～
八
二
頁
）
が
あ
る
。 

（
一
四
）
豊
臣
秀
吉
文
書
一
二
九
（
名
古
屋
市
博
物
館
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
一
、
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
五
年
、
徳
勝
寺
文
書
、
四
三
～
四
四
頁
） 

（
一
五
）
豊
臣
秀
吉
文
書
一
三
〇
（
名
古
屋
市
博
物
館
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
一
、
知
善
院
文

書
、
四
四
頁
） 

（
一
六
）
『
信
長
公
記
』
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
、
一
六
五
頁 

（
一
七
）
『
信
長
公
記
』
天
正
三
年
八
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
信
長
は
美
濃
か
ら
越
前
へ
赴
く

途
中
に
「
大
谷
羽
柴
筑
前
守
所
に
御
泊
」
と
い
う
（
『
信
長
公
記
』
角
川
書
店
、
一
九

二
頁
） 

（
一
八
）
羽
柴
於
次
秀
勝
文
書
十
、
徳
勝
寺
文
書
（
森
岡
栄
一
「
羽
柴
於
次
秀
勝
に
つ
い
て
」

『
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
年
報
』
第
一
号
、
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
一
九
八
七

年
、
五
八
頁
） 

（
一
九
）
坂
田
郡
教
育
会
『
改
訂
近
江
国
坂
田
郡
志
』
第
五
巻
、
一
九
四
一
年
、
五
二
五
～
五
二

八
頁
） 

（
二
〇
）
広
瀬
良
弘
「
曹
洞
禅
僧
・
禅
寺
の
受
戒
会
活
動
－
近
江
・
美
濃
地
域
を
中
心
に
－
」

（
『
駒
沢
史
学
』
第
七
四
号
、
駒
沢
史
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
） 

（
二
一
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
頁 

（
二
二
）
史
籍
集
覧
研
究
会
「
浅
井
三
代
記
」
（
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
第
六
冊
、
み
す
や
書
房
、
一

九
七
二
年
、
二
七
五
頁
） 

（
二
三
）
小
谷
城
絵
図
の
記
号
表
記
は
、
北
村
圭
弘
「
第
五
章 

絵
図
か
ら
見
た
小
谷
城
と
城
下

町
」
（
『
史
跡
小
谷
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
長
浜
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一

〇
七
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。 

（
二
四
）
前
半
は
法
号
授
与
の
経
緯
と
法
号
の
意
味
説
明
、
後
半
は
長
政
賛
美
の
漢
詩
（
七
言
絶

句
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｂ
１
像
賛
の
前
半
と
後
半
が
入
れ
替
わ
っ
た
型
式
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
仏
事
に
用
い
ら
れ
た
頂
相
の
賛
の
型
式
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る 

（
二
五
）
広
瀬
良
弘
氏
は
徳
勝
寺
授
戒
帳
に
み
え
る
戒
弟
の
師
は
「
天
文
十
四
年
二
月
以
降
、
永

禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日
の
授
戒
会
ま
で
は
雄
山
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
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（
広
瀬
良
弘
「
曹
洞
禅
僧
・
禅
寺
の
受
戒
会
活
動
－
近
江
・
美
濃
地
域
を
中
心
に
－
」

『
駒
沢
史
学
』
第
七
四
号
、
駒
沢
史
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
）
。 

（
二
六
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
〇
頁
。
た
だ
し
根
拠
は
示
さ
な
い
。 

（
二
七
）
『
東
浅
井
郡
志
』
（
巻
二
、
五
三
七
頁
）
は
賛
の
こ
の
個
所
を
引
用
し
「
長
政
の
画
像
、

十
六
條
の
袈
裟
を
着
け
居
れ
り
」
と
い
う
。 

（
二
八
）
高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
に
「
浅
井
野
州
御
内
小
の
様
」
（
『
東
浅
井

郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
頁
）
と
あ
り
、
徳
勝
寺
授
戒
帳
の
「
於
徳
昌
寺
戒
者 

天
文
十

五
年
丙
午
二
月
二
四
日
」
に
「
阿
子
御
料 

浅
井
新
九
殿
之
内
」
と
あ
る
（
中
川
泉
三

『
近
江
長
浜
町
志
』
第
二
巻
、
一
九
八
九
年
、
三
九
三
頁
）
。
そ
し
て
、
嶋
記
録
に

「
覚
へ
、
久
政
公
御
内
儀
ハ
、
井
口
弾
正
少
弼
女
也
」
と
あ
る
（
小
和
田
哲
男
『
近
江

浅
井
氏
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
三
年
、
三
〇
二
頁
）。 

（
二
九
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
上
。 

（
三
〇
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
下
図
の
墨
書 

（
三
一
）
高
木
叙
子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

（
『
紀
要
第
五
号
』
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
、
一
九
九
七
年
、
二
四
～
二
六
頁
） 

（
三
二
）
森
岡
栄
一
「
コ
ラ
ム
浅
井
長
政
像
」
（
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
七
頁
）。
な

お
、
引
用
文
中
の
Ａ
１
～
３
・
８
像
は
本
稿
の
分
類
に
よ
る
。 

（
三
三
）
Ａ
４
像
は
白
無
地
の
肌
着
は
Ａ
１
像
の
後
補
加
筆
と
し
て
描
か
れ
な
か
っ
た
が
（
高
木

叙
子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

『
紀
要
第
五
号
』
、
二
二
頁
）
、
Ａ
２
像
は
そ
の
下

着
を
描
い
て
い
る
。
後
補
加
筆
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
制
作
途
中
に
お
け
る
変
更

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

（
三
四
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
七
四
〇
藤
原
氏
公
季
流
浅
井
氏
系
図
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
第
十
二
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
一
六
三
頁
）
。
ま
た
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
刊
『
浅
井
三
代
記
』｢

第
十
八 

小
谷
大
嵩
の
城
没
落
之
事｣

に
は

「
壱
人
の
男
子
は
当
年
五
月
生
れ
給
ひ
し
を
是
は
当
国
福
田
寺
に
と
ら
せ
よ
と
て
乳
人

に
小
川
伝
四
郎
と
中
島
左
近
あ
ひ
そ
へ
福
田
寺
の
本
へ
し
の
ひ
落
蘆
原
に
舟
を
う
か
へ

忍
ひ
て
こ
そ
は
置
に
け
る
」
と
あ
る
（
史
籍
集
覧
研
究
会
『
改
訂
史
籍
集
覧
第
六
冊
』

み
す
や
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
七
六
頁
）
。
な
お
、
太
田
浩
司
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
伝
承
も
含
め
て
ま
と
め
て
い
る
（
太
田
浩
司
「
お
市
と
浅
井
三
姉
妹
の
生
涯
」
『
戦

国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
一
三
一
～
一
三
二
頁
） 

（
三
五
）
福
田
寺
文
書
二
、
三
（
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
三
二
七
～
三
二
八
頁
） 

（
三
六
）
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
『
平
成
十
八
年
春
季
特
別
展
柴
田
勝
家
』
二
〇
〇
六
年
、
十

八
、
七
六
頁
） 

（
三
七
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
五
九
九
～
六
〇
一
頁 

（
三
八
）
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁 

（
三
九
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
～
六
〇
二
頁 

（
四
〇
）
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁 

（
四
一
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
三
頁
。
し
か
し
山
根
有
三
氏
は
婦
人
像
に
賛
が
な
い
こ

と
か
ら
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
（
山
根
有
三｢

養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い

て｣

『
大
和
文
華
』
第
九
六
号
、
十
九
頁
） 

（
四
二
）
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
蔵
、
二
木
謙
一
・
須
藤
茂
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
画
』
新
人

物
往
来
社
、
二
〇
一
一
年
、
八
八
～
八
九
頁
） 

（
四
三
）
宮
本
義
己
『
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
江
』
株
式
会
社
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
二

〇
一
〇
年
、
三
五
頁 

（
四
四
）
『
国
華
』
第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
二
一
五
頁 

（
四
五
）
研
谷
昌
志
「
高
野
山
の
文
書
（
五
）
重
要
文
化
財 

浅
井
長
政
像
（
持
明
院
）
の
賛
に

つ
い
て
」
『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
第
一
一
五
号
、
高
野
山
霊
宝
館
、
二
〇
一
五
年
、
十
頁 

（
四
六
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
八
、
二
四
頁
）
。 

（
四
七
）
古
川
史
隆
「
収
蔵
資
料
紹
介 

浅
井
長
政
夫
人
像
」
（
『
お
お
て
み
ち
』
第
四
二
号
、
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
頁
） 

（
四
八
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁 

（
四
九
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
五
頁 

（
五
〇
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

後
者
は
無
記
名
で
あ
る
が
、
山
根
有
三
氏
は
藤
懸
氏
の
執
筆
と
す
る
の
で
（
山
根
有
三

「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、
大
和
文
華
館
、

一
九
九
六
年
、
十
七
頁
）
、
こ
れ
に
従
う
。

（ 

二 

）�

河
野
元
昭
「
養
源
院
宗
達
画
考
」
（
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六
号
、
国
華
社
、

一
九
八
七
年
、
二
六
～
二
七
頁
）

（ 

三 

）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
五
～
十
七
頁
）

（ 

四 

）�

太
田
浩
司
ほ
か
『
館
蔵
品
図
録　

湖
北
・
長
浜
の
あ
ゆ
み
』
（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

一
九
九
四
年
、
八
、
七
二
頁
）

（ 

五 

）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
五
～
十
八
頁 

（ 

六 

）�

高
木
叙
子
ほ
か
『
開
館
十
五
周
年
記
念　

第
三
五
回
企
画
展　

信
長
と
安
土
城
－
収
蔵
品

で
語
る
戦
国
の
歴
史
－
』
（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
頁
）

（ 

七 

）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』（
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

二
〇
〇
八
年
、
十
五
～
十
六
頁
）

（ 

八 

）�

森
岡
栄
一
「
コ
ラ
ム
浅
井
長
政
像
」
（
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
七
頁
）
。

（ 

九 

）�

徳
勝
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
よ
る
。
北
村
圭
弘
「
浅
井
氏
の
菩
提
寺
・
徳
勝
寺
の

歴
史
と
役
割
」
『
中
井
均
先
生
退
官
記
念
・
滋
賀
県
立
大
学
考
古
学
研
究
室
二
五
周
年
記

念
論
集
』
滋
賀
県
立
大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年
、
三
七
五
～
三
八
四
頁

（
一
〇
）�

河
毛
文
書
一
、
二
（
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、
五
八
頁
）
、

太
田
浩
司
「
第
６
章　

小
谷
城
に
関
す
る
文
献
」
（
『
史
跡
小
谷
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』

長
浜
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一
六
〇
～
一
六
一
頁
）

（
一
一
）�

南
部
文
書
三
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
）

（
一
二
）�

下
郷
共
済
会
文
庫
文
書
（
中
川
泉
三
『
近
江
長
浜
町
志
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
年
、

三
八
五
～
四
〇
二
頁
）
。

（
一
三
）�

伊
香
郡
井
口
村
説
（
長
浜
市
高
月
町
井
口
説
、
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
『
日
本
歴
史

地
名
大
系
二
五　

滋
賀
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
九
三
〇
～
九
三
二
頁
）
と

坂
田
郡
井
口
村
説
（
米
原
市
井
口
説
、
中
川
泉
三
『
近
江
長
浜
町
志
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
九
八
年
、
八
一
～
八
二
頁
）
が
あ
る
。

（
一
四
）�

豊
臣
秀
吉
文
書
一
二
九
（
名
古
屋
市
博
物
館
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
年
、
徳
勝
寺
文
書
、
四
三
～
四
四
頁
）

（
一
五
）�

豊
臣
秀
吉
文
書
一
三
〇
（
名
古
屋
市
博
物
館
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
一
、
知
善
院
文
書
、

四
四
頁
）

（
一
六
）�『
信
長
公
記
』
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
、
一
六
五
頁

（
一
七
）�『
信
長
公
記
』
天
正
三
年
八
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
信
長
は
美
濃
か
ら
越
前
へ
赴
く
途

中
に
「
大
谷
羽
柴
筑
前
守
所
に
御
泊
」
と
い
う
（
『
信
長
公
記
』
角
川
書
店
、
一
九
二
頁
）

（
一
八
）�

羽
柴
於
次
秀
勝
文
書
十
、
徳
勝
寺
文
書
（
森
岡
栄
一
「
羽
柴
於
次
秀
勝
に
つ
い
て
」
『
市

立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
年
報
』
第
一
号
、
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
一
九
八
七
年
、

五
八
頁
）

（
一
九
）�

坂
田
郡
教
育
会
『
改
訂
近
江
国
坂
田
郡
志
』
第
五
巻
、
一
九
四
一
年
、
五
二
五
～
五
二
八
頁
）

（
二
〇
）�

広
瀬
良
弘
「
曹
洞
禅
僧
・
禅
寺
の
受
戒
会
活
動
１
近
江
・
美
濃
地
域
を
中
心
に
１
」
（
『
駒

沢
史
学
』
第
七
四
号
、
駒
沢
史
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
）

（
二
一
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
頁

（
二
二
）�

史
籍
集
覧
研
究
会
「
浅
井
三
代
記
」
（
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
第
六
冊
、
み
す
や
書
房
、

一
九
七
二
年
、
二
七
五
頁
）

（
二
三
）�

小
谷
城
絵
図
の
記
号
表
記
は
、
北
村
圭
弘
「
第
五
章　

絵
図
か
ら
見
た
小
谷
城
と
城

下
町
」
（
『
史
跡
小
谷
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
長
浜
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、

一
〇
七
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
二
四
）�

前
半
は
法
号
授
与
の
経
緯
と
法
号
の
意
味
説
明
、
後
半
は
長
政
賛
美
の
漢
詩
（
七
言
絶
句
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｂ
１
像
賛
の
前
半
と
後
半
が
入
れ
替
わ
っ
た
型
式
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

は
仏
事
に
用
い
ら
れ
た
頂
相
の
賛
の
型
式
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る

（
二
五
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
三
七
～
五
三
八
頁
。
な
お
、
広
瀬
良
弘
氏
は
徳
勝
寺
授
戒
に
み

え
る
戒
弟
の
師
は
「
天
文
十
四
年
二
月
以
降
、
永
禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日
の
授
戒
会
ま
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（
広
瀬
良
弘
「
曹
洞
禅
僧
・
禅
寺
の
受
戒
会
活
動
－
近
江
・
美
濃
地
域
を
中
心
に
－
」

『
駒
沢
史
学
』
第
七
四
号
、
駒
沢
史
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
）
。 

（
二
六
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
〇
頁
。
た
だ
し
根
拠
は
示
さ
な
い
。 

（
二
七
）
『
東
浅
井
郡
志
』
（
巻
二
、
五
三
七
頁
）
は
賛
の
こ
の
個
所
を
引
用
し
「
長
政
の
画
像
、

十
六
條
の
袈
裟
を
着
け
居
れ
り
」
と
い
う
。 

（
二
八
）
高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
に
「
浅
井
野
州
御
内
小
の
様
」
（
『
東
浅
井

郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
頁
）
と
あ
り
、
徳
勝
寺
授
戒
帳
の
「
於
徳
昌
寺
戒
者 

天
文
十

五
年
丙
午
二
月
二
四
日
」
に
「
阿
子
御
料 

浅
井
新
九
殿
之
内
」
と
あ
る
（
中
川
泉
三

『
近
江
長
浜
町
志
』
第
二
巻
、
一
九
八
九
年
、
三
九
三
頁
）
。
そ
し
て
、
嶋
記
録
に

「
覚
へ
、
久
政
公
御
内
儀
ハ
、
井
口
弾
正
少
弼
女
也
」
と
あ
る
（
小
和
田
哲
男
『
近
江

浅
井
氏
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
三
年
、
三
〇
二
頁
）。 

（
二
九
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
上
。 

（
三
〇
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
下
図
の
墨
書 

（
三
一
）
高
木
叙
子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

（
『
紀
要
第
五
号
』
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
、
一
九
九
七
年
、
二
四
～
二
六
頁
） 

（
三
二
）
森
岡
栄
一
「
コ
ラ
ム
浅
井
長
政
像
」
（
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
七
頁
）。
な

お
、
引
用
文
中
の
Ａ
１
～
３
・
８
像
は
本
稿
の
分
類
に
よ
る
。 

（
三
三
）
Ａ
４
像
は
白
無
地
の
肌
着
は
Ａ
１
像
の
後
補
加
筆
と
し
て
描
か
れ
な
か
っ
た
が
（
高
木

叙
子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

『
紀
要
第
五
号
』
、
二
二
頁
）
、
Ａ
２
像
は
そ
の
下

着
を
描
い
て
い
る
。
後
補
加
筆
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
制
作
途
中
に
お
け
る
変
更

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

（
三
四
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
七
四
〇
藤
原
氏
公
季
流
浅
井
氏
系
図
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
第
十
二
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
一
六
三
頁
）
。
ま
た
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
刊
『
浅
井
三
代
記
』｢

第
十
八 

小
谷
大
嵩
の
城
没
落
之
事｣

に
は

「
壱
人
の
男
子
は
当
年
五
月
生
れ
給
ひ
し
を
是
は
当
国
福
田
寺
に
と
ら
せ
よ
と
て
乳
人

に
小
川
伝
四
郎
と
中
島
左
近
あ
ひ
そ
へ
福
田
寺
の
本
へ
し
の
ひ
落
蘆
原
に
舟
を
う
か
へ

忍
ひ
て
こ
そ
は
置
に
け
る
」
と
あ
る
（
史
籍
集
覧
研
究
会
『
改
訂
史
籍
集
覧
第
六
冊
』

み
す
や
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
七
六
頁
）
。
な
お
、
太
田
浩
司
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
伝
承
も
含
め
て
ま
と
め
て
い
る
（
太
田
浩
司
「
お
市
と
浅
井
三
姉
妹
の
生
涯
」
『
戦

国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
一
三
一
～
一
三
二
頁
） 

（
三
五
）
福
田
寺
文
書
二
、
三
（
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
三
二
七
～
三
二
八
頁
） 

（
三
六
）
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
『
平
成
十
八
年
春
季
特
別
展
柴
田
勝
家
』
二
〇
〇
六
年
、
十

八
、
七
六
頁
） 

（
三
七
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
五
九
九
～
六
〇
一
頁 

（
三
八
）
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁 

（
三
九
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
～
六
〇
二
頁 

（
四
〇
）
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁 

（
四
一
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
三
頁
。
し
か
し
山
根
有
三
氏
は
婦
人
像
に
賛
が
な
い
こ

と
か
ら
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
（
山
根
有
三｢

養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い

て｣

『
大
和
文
華
』
第
九
六
号
、
十
九
頁
） 

（
四
二
）
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
蔵
、
二
木
謙
一
・
須
藤
茂
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
画
』
新
人

物
往
来
社
、
二
〇
一
一
年
、
八
八
～
八
九
頁
） 

（
四
三
）
宮
本
義
己
『
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
江
』
株
式
会
社
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
二

〇
一
〇
年
、
三
五
頁 

（
四
四
）
『
国
華
』
第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
二
一
五
頁 

（
四
五
）
研
谷
昌
志
「
高
野
山
の
文
書
（
五
）
重
要
文
化
財 

浅
井
長
政
像
（
持
明
院
）
の
賛
に

つ
い
て
」
『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
第
一
一
五
号
、
高
野
山
霊
宝
館
、
二
〇
一
五
年
、
十
頁 

（
四
六
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
八
、
二
四
頁
）
。 

（
四
七
）
古
川
史
隆
「
収
蔵
資
料
紹
介 

浅
井
長
政
夫
人
像
」
（
『
お
お
て
み
ち
』
第
四
二
号
、
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
頁
） 

（
四
八
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁 

（
四
九
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
五
頁 

（
五
〇
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

で
は
雄
山
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
（
広
瀬
良
弘
「
曹
洞
禅
僧
・
禅
寺
の
受

戒
会
活
動
－
近
江
・
美
濃
地
域
を
中
心
に
－
」
『
駒
沢
史
学
』
第
七
四
号
、
駒
沢
史
学
会
、

二
〇
一
〇
年
、
五
頁
）
。

（
二
六
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
〇
頁
。
た
だ
し
根
拠
は
示
さ
な
い
。

（
二
七
）�『
東
浅
井
郡
志
』
（
巻
二
、
五
三
七
頁
）
は
賛
の
こ
の
個
所
を
引
用
し
「
長
政
の
画
像
、

十
六
條
の
袈
裟
を
着
け
居
れ
り
」
と
い
う
。

（
二
八
）�

高
野
山
持
明
院
の
浅
井
殿
御
一
門
御
過
去
帳
に「
浅
井
野
州
御
内
小
の
様
」（『
東
浅
井
郡
志
』

巻
四
、
六
〇
一
頁
）
と
あ
り
、
徳
勝
寺
授
戒
帳
の
「
於
徳
昌
寺
戒
者　

天
文
十
五
年
丙
午

二
月
二
四
日
」
に
「
阿
子
御
料　

浅
井
新
九
殿
之
内
」
と
あ
る
（
中
川
泉
三
『
近
江
長
浜

町
志
』
第
二
巻
、
一
九
八
九
年
、
三
九
三
頁
）
。
そ
し
て
、
嶋
記
録
に
「
覚
へ
、
久
政
公

御
内
儀
ハ
、
井
口
弾
正
少
弼
女
也
」
と
あ
る
（
小
和
田
哲
男
『
近
江
浅
井
氏
』
新
人
物
往

来
社
、
一
九
七
三
年
、
三
〇
二
頁
）
。

（
二
九
）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
上
。

（
三
〇
）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
下
図
の
墨
書

（
三
一
）�

高
木
叙
子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

（
『
紀
要
第
五
号
』
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博

物
館
、
一
九
九
七
年
、
二
四
～
二
六
頁
）

（
三
二
）�

森
岡
栄
一
「
コ
ラ
ム
浅
井
長
政
像
」
（
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
七
頁
）
。
な
お
、

引
用
文
中
の
Ａ
１
～
３
・
８
像
は
本
稿
の
分
類
を
筆
者
が
挿
入
し
た
。

（
三
三
）�

Ａ
４
像
は
白
無
地
の
肌
着
は
Ａ
１
像
の
後
補
加
筆
と
し
て
描
か
れ
な
か
っ
た
が
（
高
木
叙

子｢

浅
井
長
政
像
模
写
事
業
報
告｣

『
紀
要
第
五
号
』
、
二
二
頁
）
、
Ａ
２
像
は
そ
の
下
着

を
描
い
て
い
る
。
後
補
加
筆
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
制
作
途
中
に
お
け
る
変
更
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。

（
三
四
）�『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
七
四
〇
藤
原
氏
公
季
流
浅
井
氏
系
図
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
第
十
二
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
一
六
三
頁
）
。
ま
た
、
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
刊
『
浅
井
三
代
記
』｢

第
十
八　

小
谷
大
嵩
の
城
没
落
之
事｣

に
は
「
壱

人
の
男
子
は
当
年
五
月
生
れ
給
ひ
し
を
是
は
当
国
福
田
寺
に
と
ら
せ
よ
と
て
乳
人
に
小
川

伝
四
郎
と
中
島
左
近
あ
ひ
そ
へ
福
田
寺
の
本
へ
し
の
ひ
落
蘆
原
に
舟
を
う
か
へ
忍
ひ
て
こ

そ
は
置
に
け
る
」
と
あ
る
（
史
籍
集
覧
研
究
会
『
改
訂
史
籍
集
覧
第
六
冊
』
み
す
や
書
房
、

一
九
七
二
年
、
二
七
六
頁
）
。
な
お
、
太
田
浩
司
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
伝
承
も
含
め
て

ま
と
め
て
い
る
（
太
田
浩
司
「
お
市
と
浅
井
三
姉
妹
の
生
涯
」
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北

近
江
』
一
三
一
～
一
三
二
頁
）

（
三
五
）�

福
田
寺
文
書
二
、
三
（
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
三
二
七
～
三
二
八
頁
）

（
三
六
）�

福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
『
平
成
十
八
年
春
季
特
別
展
柴
田
勝
家
』
二
〇
〇
六
年
、

十
八
、
七
六
頁
）

（
三
七
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
五
九
九
～
六
〇
一
頁

（
三
八
）�『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁

（
三
九
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
六
〇
一
～
六
〇
二
頁

（
四
〇
）�『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
～
三
一
七
頁

（
四
一
）�『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
、
五
五
三
頁
。
し
か
し
山
根
有
三
氏
は
婦
人
像
に
賛
が
な
い
こ
と
か

ら
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
（
山
根
有
三｢

養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て｣

『
大

和
文
華
』
第
九
六
号
、
十
九
頁
）

（
四
二
）�

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
蔵
、
二
木
謙
一
・
須
藤
茂
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
画
』
新
人
物

往
来
社
、
二
〇
一
一
年
、
八
八
～
八
九
頁
）

（
四
三
）�

宮
本
義
己
『
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
江
』
株
式
会
社
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

二
〇
一
〇
年
、
三
五
頁

（
四
四
）�『
国
華
』
第
四
九
編
第
七
冊
第
五
八
四
号
、
二
一
五
頁

（
四
五
）�

研
谷
昌
志
「
高
野
山
の
文
書
（
五
）
重
要
文
化
財　

浅
井
長
政
像
（
持
明
院
）
の
賛
に
つ
い
て
」

『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
第
一
一
五
号
、
高
野
山
霊
宝
館
、
二
〇
一
五
年
、
十
頁

（
四
六
）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
八
、
二
四
頁
）
。

（
四
七
）�
古
川
史
隆
「
収
蔵
資
料
紹
介　

浅
井
長
政
夫
人
像
」
（
『
お
お
て
み
ち
』
第
四
二
号
、
滋
賀

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
頁
）

（
四
八
）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁

（
四
九
）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
五
頁
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十
七
、
二
四
頁
） 

（
五
一
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
八
、
二
五
頁
） 

（
五
二
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
左
上
写
真
中
の

墨
書 

（
五
三
）
嘉
永
七
年
六
月
に
家
屋
敷
等
の
売
却
を
依
頼
し
た
文
書
が
伝
存
す
る
。
香
水
敏
夫
氏
の

御
教
示
に
よ
る
。 

（
五
四
）
香
水
敏
夫
ほ
か
『
し
が
湖
北
丁
野
誌 

燦
』
湖
北
町
丁
野
区
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二

〇
、
一
六
三
頁
写
真
二
七
）
。 

（
五
五
）
『
当
院
過
去
帳
』
二
十
四
日
条
（
河
野
元
昭
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六

号
、
二
五
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
「
当
寺
養
源
院 

開
山
法
印
成
伯 

江

州
浅
井
石
見
守
親
政
息 

寛
永
十
一
甲
戌
年
閏
七
月 

七
十
四
歳
遷
化
」
。
成
伯
の
位

牌
裏
面
「
寛
永
十
一
庚
戌
暦
閏
七
月
廿
四
日
入
寂
七
十
四
歳 

江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
浅

井
石
見
守
藤
原
親
政 

息
中
山
大
納
言
慶
親
猶
子
法
印
光
栄
附
法
弟
子
」
） 

（
五
六
）
河
野
元
昭
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六
号
、
二
五
頁 

（
五
七
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
に
改
宗
し
た
。
以
下
、
養
源
院
の
概
要
に

つ
い
て
は
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七 

京
都
市
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
九

年
、
二
七
四
～
二
七
五
頁
）
に
よ
る
。 

（
五
八
）
舜
旧
録
元
和
五
年
二
月
二
八
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
三
十
、
五
〇
一

頁
） 

（
五
九
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
七
頁 

（
六
〇
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵 

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

二
四
頁 

 

  
 

【
史
料
１
】
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
付
け
浅
井
長
政
像
（
Ａ
１
像
）
賛 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
頁
） 

 

天
英
宗
清
居
士
之
肖
像 

粤
惟
、
近
江
州
若
耶
三
郡
之
主
将
浅
井
備
前
守
長
政
公
、
依
雌
雄
強
弱
之
干
戈
、
而

歳
花
念
又
九
而 

天
正
元
龍
集
昭
陽
作 

載
未
伽
始
羅
朔
日
、
俄
然
而
落
魄
、
公
早

観
生
死
事
大
無
常
迅
速
之
儀
、
而
治
世
餘
暇
窺
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参

暮
請
、
孜
々
而
需
擧
多
般
公
案
、
依
之
授
十
六
條
之
羯
磨
、
被
附
天
英
宗
清
居
士
矣
、

翌
年
而
雖
小
祥
諱
於
執
行
、
敢
而
無
遺
像
、
兼
日
使
洛
陽
之
繪
師
畫
斯
圖
、
以
設
蘋

繁
之
齋
會
、
于
楮
尾
編
三
十
六
言
碑
語
、
而
聊
命
中
之
、
縄
墨
供
款
結
案
者
也
、
張

公
帋
上
體
完
全
、
歴
劫
威
儀
太
長
堅
、
為
斬
癡
頑
腰
利
剱
、
欲
掃
群
兇
握 

扇
、
著

三
衣
了
本
分
性
、
百
顆
臻
無
相
田
、
枯
木
生
花
龍
吟
々
、
深
根
固
蔕
茂
聯
綿
、 

于
時
天
正
弐
白
甲
戌
南
呂
下
澣
如
意
珠
日 

総
持
紫
衣
道
人
徳
昌
四
世
之
法
孫
源
秀
麻
香
老
禿
書
旃 

 

 

【
史
料
２
】
『
縷
氷
集
』
坤
巻 

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
二
月
十
八
日
付
け
浅
井
長
政
法
号
書 

（
『
東
浅
井
郡
志
』
貳
巻
、
五
三
七
～
五
三
八
頁
） 

 

浅
井
備
前
守
長
政
公
、
雖
以
武
為
本
、
専
皈
依
釈
教
也
、
一
日
使
介
者
、
就
予
乞
法

名
、
感
其
誠
心
、
不
獲
敢
拒
辞
、
以
一
雄
称
之
、
夫
一
也
者
、
数
之
始
也
、
天
得
一

以
清
、
地
得
一
以
寧
、
王
侯
得
一
以
為
天
下
貞
、
故
仲
尼
曰
、
吾
道
一
以
貫
之
哉
云
々
、

又
世
雄
者
、
諸
仏
智
慧
也
、
称
世
尊
為
大
雄
猛
矣
、
然
則
一
雄
之
字
、
其
義
不
浅
者

也
、
且
措
焉
、
更
書
文
英
二
字
、
為
雅
号
矣
、
唐
蘇
頲
作
文
、
俊
贍
無
敵
、
呼
文
陣

雄
師
、
可
慕
藺
者
乎
、
英
也
者
、
取
于
英
雄
之
字
也
、
有
張
良
是
英
、
韓
信
是
雄
之

語
、
於
義
尤
可
者
也
、
因
賦
一
偈
、
以
為
其
解
云
、 
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在
天
日
月
又
星
辰 

五
色
斕
斑
光
彩
新 

意
気
揚
々
誰
出
右 

威
風
靡
草
幾
千
人 

永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
也 

  

【
史
料
３
】
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
二
月
付
け
浅
井
長
政
像
（
Ｂ
１
像
）
賛 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
頁
） 

 

威
氣
生
平
呑
八
荒
、
更
参
禅
将
本
無
蔵
、
臨
兵
曽
會
趙
州
旨
、
露
刃
光
寒
三
尺
霜
、 

前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居
士
、
先
是
天
正
元
癸
酉
九
月
朔
、
罹
于
兵
銃
薨
矣
、

後
十
七
年
有
人
命
工
、
画
其
肖
像
就
予
求
賛
詞
、
不
獲
黙
止
、
塞
厥
責
焉
、 

天
正
歳
舎
己
丑
臘
月
吉
辰 

 
 

前
南
禅
錬
甫
叟
宗
純
（
朱
印
） 

 

 

【
史
料
４
】
泉
文
書
（
香
水
敏
夫
氏
採
集
史
料
） 

 

御
位
牌
年
廻
り
之
事 

一
、
岩
坪
重
蔵 

 
 

 

一
、
中
嶋
九
郎
左
衛
門 

 

一
、
八
田
林
助 

一
、
浅
井
忠
八 

 
 
 

一
、
荒
木
重
左
衛
門 

 
 

一
、
岩
田
清
内 

一
、
中
嶋
矢
治
兵
衛 

 

一
、
木
村
武
兵
衛 

 
 
 

一
、
脇
坂
安
左
衛
門 

一
、
脇
坂
権
右
衛
門 

 

一
、
中
嶌
源
右
衛
門 

 
 

一
、
岩
橋
治
太
夫 

一
、
泉
猪
助 

 

文
政
七
年
申
歳 

 

仲
春
上
旬 

 
 
 
 

定
之 

【
史
料
５
】
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
・
六
日
条 

 
 
 

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

P

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

 
 
 
 

h
t
t
p
s
:
/
/
c
l
i
o
i
m
g
.
h
i
.
u
-
t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/
v
i
e
w
e
r
/
i
m
a
g
e
/
i
d
a
t
a
/
 

 
 
 
 

T
3
8
/
1
6
3
2
/
1
9
-
2
-
3
/
1
7
/
0
0
0
9
.
t
i
f

お
よ
び0

0
1
2
.
t
i
f

） 

 

（
九
月
五
日
条
） 

ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に
御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度 

思
召
候
、
仙
洞
へ
被
仰
入
候
ヘ
ハ
、
成
可
申
義
候
間
、
伝
奏
へ
可
被
仰
出
候 

（
九
月
十
五
日
条
） 

浅
井
藤
原
長
政
、
贈
中
納
言
之
宣
旨
、
頭
中
将
ヨ
リ
来
候
、
則
大
外
記
局
ヘ
下
知

申
候
也
、
大
仏
養
源
院
ヘ
大
外
記
、
宣
旨
ヲ
持
参
申
候 

  

【
史
料
６
】
洛
東
養
源
院
鐘
銘
（
岡
崎
信
好
撰
『
扶
桑
鐘
銘
集
』
巻
之
一
山
城
国
部

上
、
一
七
七
八
年
、
十
四
～
十
五
丁
） 

 

山
城
州
愛
宕
郡
洛
東
養
源
院
者
、
贈
従
二
位
行
権
中
納
言
前
備
前
守
藤
原
長
政
卿
之

霊
場
也
、
其
息
女
大
虞
院
英
岩
者
、
為
豊
臣
秀
吉
公
之
内
政
、
因
之
告
事
之
由
、
以

受
其
命
、
建
立
斯
精
舎
而
尽
追
遠
之
孝
、
日
奄
矣
、
然
不
図
及
回
録
也
、
尓
時
崇
源

院
贈
従
一
位
和
興
大
姉
、
遂
再
興
畢
矣
、
崇
源
院
者 

台
徳
院
殿
之
御
内
而
英
岩
之

御
妹
、
女
院
之
御
母
堂
也
、
是
以
荘
厳
巍
巍
、
幢
幡
金
器
、
悉
従
宮
中
寄
附
焉
、
但

以
無
巨
鏞
、
為
一
闕
、
是
故
当
院
主
権
僧
正
法
印
光
慶
、
使
冶
工
鋳
之
、
以
備
晨
昏

之
仏
事
者
也
、
銘
曰
、 

 

洛
陽
巽
院 

盧
舎
南
辺 

浅
井
霊
廟 

天
台
講
莚 

鐘
催
読
誦 

声
覚
長
眠 

 

撞
者
消
罪 

聞
人
解
懸 

出
定
入
定 

説
禅
参
禅 

朝
報
僧
粥 

暮
随
客
船 

 

警
霄
百
八 

度
界
三
千 

広
教
法
布 

永
聖
風
扇 

響
九
重
月 

歴
億
万
年 

慶
安
庚
寅
九
月
吉
日 

意
林
菴
素
心
撰 

（
五
〇
）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
七
、
二
四
頁
）

（
五
一
）�
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
八
、
二
五
頁
）

（
五
二
）�

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
左
上
写
真
中
の
墨

書

（
五
三
）�

嘉
永
七
年
六
月
に
家
屋
敷
等
の
売
却
を
依
頼
し
た
文
書
が
伝
存
す
る
。
香
水
敏
夫
氏
の
御

教
示
に
よ
る
。

（
五
四
）�

香
水
敏
夫
ほ
か
『
し
が
湖
北
丁
野
誌　

燦
』
湖
北
町
丁
野
区
、
二
〇
〇
六
年
、

一
二
〇
、
一
六
三
頁
写
真
二
七
）
。

（
五
五
）�『
当
院
過
去
帳
』
二
十
四
日
条
（
河
野
元
昭
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六
号
、

二
五
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
「
当
寺
養
源
院　

開
山
法
印
成
伯　

江
州
浅
井

石
見
守
親
政
息　

寛
永
十
一
甲
戌
年
閏
七
月　

七
十
四
歳
遷
化
」
。
成
伯
の
位
牌
裏
面
「
寛

永
十
一
庚
戌
暦
閏
七
月
廿
四
日
入
寂
七
十
四
歳　

江
州
浅
井
郡
丁
野
郷
浅
井
石
見
守
藤
原

親
政　

息
中
山
大
納
言
慶
親
猶
子
法
印
光
栄
附
法
弟
子
」
）

（
五
六
）�

河
野
元
昭
『
国
華
』
第
九
三
編
第
五
冊
第
一
一
〇
六
号
、
二
五
頁

（
五
七
）�

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
に
改
宗
し
た
。
以
下
、
養
源
院
の
概
要
に

つ
い
て
は
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七　

京
都
市
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、

二
七
四
～
二
七
五
頁
）
に
よ
る
。

（
五
八
）�

舜
旧
録
元
和
五
年
二
月
二
八
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
三
十
、
五
〇
一
頁
）

（
五
九
）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

十
七
頁

（
六
〇
）�

山
根
有
三
「
養
源
院
蔵　

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
九
六
号
、

二
四
頁

【
史
料
１
】
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
付
け
浅
井
長
政
像
（
Ａ
１
像
）
賛

（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
頁
）

　
　

天
英
宗
清
居
士
之
肖
像

粤
惟
、
近
江
州
若
耶
三
郡
之
主
将
浅
井
備
前
守
長
政
公
、
依
雌
雄
強
弱
之
干
戈
、
而

歳
花
念
又
九
而　

天
正
元
龍
集
昭
陽
作　

載
未
伽
始
羅
朔
日
、
俄
然
而
落
魄
、
公
早

観
生
死
事
大
無
常
迅
速
之
儀
、
而
治
世
餘
暇
窺
當
寺
三
代
雄
山
和
尚
之
寝
室
、
朝
参

暮
請
、
孜
々
而
需
擧
多
般
公
案
、
依
之
授
十
六
條
之
羯
磨
、
被
附
天
英
宗
清
居
士
矣
、

翌
年
而
雖
小
祥
諱
於
執
行
、
敢
而
無
遺
像
、
兼
日
使
洛
陽
之
繪
師
畫
斯
圖
、
以
設
蘋

繁
之
齋
會
、
于
楮
尾
編
三
十
六
言
碑
語
、
而
聊
命
中
之
、
縄
墨
供
款
結
案
者
也
、
張

公
帋
上
體
完
全
、
歴
劫
威
儀
太
長
堅
、
為
斬
癡
頑
腰
利
剱
、
欲
掃
群
兇
握　

扇
、
著

三
衣
了
本
分
性
、
百
顆
臻
無
相
田
、
枯
木
生
花
龍
吟
々
、
深
根
固
蔕
茂
聯
綿
、

　

于
時
天
正
弐
白
甲
戌
南
呂
下
澣
如
意
珠
日

　

総
持
紫
衣
道
人
徳
昌
四
世
之
法
孫
源
秀
麻
香
老
禿
書
旃

【
史
料
２
】
『
縷
氷
集
』
坤
巻

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
二
月
十
八
日
付
け
浅
井
長
政
法
号
書

（
『
東
浅
井
郡
志
』
貳
巻
、
五
三
七
～
五
三
八
頁
）

浅
井
備
前
守
長
政
公
、
雖
以
武
為
本
、
専
皈
依
釈
教
也
、
一
日
使
介
者
、
就
予
乞
法
名
、

感
其
誠
心
、
不
獲
敢
拒
辞
、
以
一
雄
称
之
、
夫
一
也
者
、
数
之
始
也
、
天
得
一
以
清
、

地
得
一
以
寧
、
王
侯
得
一
以
為
天
下
貞
、
故
仲
尼
曰
、
吾
道
一
以
貫
之
哉
云
々
、
又

世
雄
者
、
諸
仏
智
慧
也
、
称
世
尊
為
大
雄
猛
矣
、
然
則
一
雄
之
字
、
其
義
不
浅
者
也
、

且
措
焉
、
更
書
文
英
二
字
、
為
雅
号
矣
、
唐
蘇
頲
作
文
、
俊
贍
無
敵
、
呼
文
陣
雄
師
、

可
慕
藺
者
乎
、
英
也
者
、
取
于
英
雄
之
字
也
、
有
張
良
是
英
、
韓
信
是
雄
之
語
、
於

義
尤
可
者
也
、
因
賦
一
偈
、
以
為
其
解
云
、
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在
天
日
月
又
星
辰 

五
色
斕
斑
光
彩
新 

意
気
揚
々
誰
出
右 

威
風
靡
草
幾
千
人 

永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
也 

  

【
史
料
３
】
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
二
月
付
け
浅
井
長
政
像
（
Ｂ
１
像
）
賛 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
頁
） 

 

威
氣
生
平
呑
八
荒
、
更
参
禅
将
本
無
蔵
、
臨
兵
曽
會
趙
州
旨
、
露
刃
光
寒
三
尺
霜
、 

前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居
士
、
先
是
天
正
元
癸
酉
九
月
朔
、
罹
于
兵
銃
薨
矣
、

後
十
七
年
有
人
命
工
、
画
其
肖
像
就
予
求
賛
詞
、
不
獲
黙
止
、
塞
厥
責
焉
、 

天
正
歳
舎
己
丑
臘
月
吉
辰 

 
 

前
南
禅
錬
甫
叟
宗
純
（
朱
印
） 

 

 

【
史
料
４
】
泉
文
書
（
香
水
敏
夫
氏
採
集
史
料
） 

 

御
位
牌
年
廻
り
之
事 

一
、
岩
坪
重
蔵 

 
 

 

一
、
中
嶋
九
郎
左
衛
門 

 

一
、
八
田
林
助 

一
、
浅
井
忠
八 

 
 
 

一
、
荒
木
重
左
衛
門 

 
 

一
、
岩
田
清
内 

一
、
中
嶋
矢
治
兵
衛 

 

一
、
木
村
武
兵
衛 

 
 
 

一
、
脇
坂
安
左
衛
門 

一
、
脇
坂
権
右
衛
門 
 

一
、
中
嶌
源
右
衛
門 

 
 

一
、
岩
橋
治
太
夫 

一
、
泉
猪
助 

 

文
政
七
年
申
歳 

 

仲
春
上
旬 

 
 
 
 

定
之 

【
史
料
５
】
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
・
六
日
条 

 
 
 

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

P

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 
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） 

 

（
九
月
五
日
条
） 

ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に
御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度 

思
召
候
、
仙
洞
へ
被
仰
入
候
ヘ
ハ
、
成
可
申
義
候
間
、
伝
奏
へ
可
被
仰
出
候 

（
九
月
十
五
日
条
） 

浅
井
藤
原
長
政
、
贈
中
納
言
之
宣
旨
、
頭
中
将
ヨ
リ
来
候
、
則
大
外
記
局
ヘ
下
知

申
候
也
、
大
仏
養
源
院
ヘ
大
外
記
、
宣
旨
ヲ
持
参
申
候 

  

【
史
料
６
】
洛
東
養
源
院
鐘
銘
（
岡
崎
信
好
撰
『
扶
桑
鐘
銘
集
』
巻
之
一
山
城
国
部

上
、
一
七
七
八
年
、
十
四
～
十
五
丁
） 

 

山
城
州
愛
宕
郡
洛
東
養
源
院
者
、
贈
従
二
位
行
権
中
納
言
前
備
前
守
藤
原
長
政
卿
之

霊
場
也
、
其
息
女
大
虞
院
英
岩
者
、
為
豊
臣
秀
吉
公
之
内
政
、
因
之
告
事
之
由
、
以

受
其
命
、
建
立
斯
精
舎
而
尽
追
遠
之
孝
、
日
奄
矣
、
然
不
図
及
回
録
也
、
尓
時
崇
源

院
贈
従
一
位
和
興
大
姉
、
遂
再
興
畢
矣
、
崇
源
院
者 

台
徳
院
殿
之
御
内
而
英
岩
之

御
妹
、
女
院
之
御
母
堂
也
、
是
以
荘
厳
巍
巍
、
幢
幡
金
器
、
悉
従
宮
中
寄
附
焉
、
但

以
無
巨
鏞
、
為
一
闕
、
是
故
当
院
主
権
僧
正
法
印
光
慶
、
使
冶
工
鋳
之
、
以
備
晨
昏

之
仏
事
者
也
、
銘
曰
、 

 
洛
陽
巽
院 

盧
舎
南
辺 

浅
井
霊
廟 

天
台
講
莚 

鐘
催
読
誦 

声
覚
長
眠 

 
撞
者
消
罪 

聞
人
解
懸 

出
定
入
定 

説
禅
参
禅 

朝
報
僧
粥 

暮
随
客
船 

 

警
霄
百
八 
度
界
三
千 

広
教
法
布 

永
聖
風
扇 

響
九
重
月 

歴
億
万
年 

慶
安
庚
寅
九
月
吉
日 

意
林
菴
素
心
撰 

在
天
日
月
又
星
辰　

五
色
斕
斑
光
彩
新

意
気
揚
々
誰
出
右　

威
風
靡
草
幾
千
人

永
禄
庚
午
仲
春
十
八
日
也

【
史
料
３
】
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
二
月
付
け
浅
井
長
政
像
（
Ｂ
１
像
）
賛

（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
十
七
、
三
一
六
頁
）

威
氣
生
平
呑
八
荒
、
更
参
禅
将
本
無
蔵
、
臨
兵
曽
會
趙
州
旨
、
露
刃
光
寒
三
尺
霜
、

　

前
備
州
太
守
天
英
宗
清
大
居
士
、
先
是
天
正
元
癸
酉
九
月
朔
、
罹
于
兵
銃
薨
矣
、

後
十
七
年
有
人
命
工
、
画
其
肖
像
就
予
求
賛
詞
、
不
獲
黙
止
、
塞
厥
責
焉
、

天
正
歳
舎
己
丑
臘
月
吉
辰

　
　

前
南
禅
錬
甫
叟
宗
純
（
朱
印
）

【
史
料
４
】
泉
文
書
（
香
水
敏
夫
氏
採
集
史
料
）

御
位
牌
年
廻
り
之
事

一
、
岩
坪
重
蔵　
　
　
　

一
、
中
嶋
九
郎
左
衛
門　
　

一
、
八
田
林
助

一
、
浅
井
忠
八　
　
　
　

一
、
荒
木
重
左
衛
門　
　
　

一
、
岩
田
清
内

一
、
中
嶋
矢
治
兵
衛　
　

一
、
木
村
武
兵
衛　
　
　
　

一
、
脇
坂
安
左
衛
門

一
、
脇
坂
権
右
衛
門　
　

一
、
中
嶌
源
右
衛
門　
　
　

一
、
岩
橋
治
太
夫

一
、
泉
猪
助

文
政
七
年
申
歳

　

仲
春
上
旬

 

　
　
　

定
之

【
史
料
５
】
『
資
勝
卿
記
』
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
・
六
日
条

　
　
　

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

P

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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T
3
8
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お
よ
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0
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）

（
九
月
五
日
条
）

ア
サ
イ
御
影
養
源
院
に
御
座
候
、
無
官
に
て
烏
帽
子
体
見
苦
候
間
、
贈
官
被
成
度　

思
召
候
、
仙
洞
へ
被
仰
入
候
ヘ
ハ
、
成
可
申
義
候
間
、
伝
奏
へ
可
被
仰
出
候

（
九
月
十
五
日
条
）

浅
井
藤
原
長
政
、
贈
中
納
言
之
宣
旨
、
頭
中
将
ヨ
リ
来
候
、
則
大
外
記
局
ヘ
下
知
申
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制作者 所蔵者 備考 出典

「洛陽之絵師」 徳勝寺から南部晋氏を経て 徳勝寺源秀崇麻香の著賛 1

（土佐光吉か） 小谷城址保勝会蔵 滋賀県立琵琶湖文化館寄託 2

滋賀県立琵琶湖文化館寄託 滋賀県指定文化財 3

福田寺蔵 A1像の現状模写 4

東京国立博物館蔵 A2像の現状模写 5

六法美術 滋賀県立安土城考古博物館蔵 A1像の復元模写 6

富沢千砂子・石戸由香

徳勝寺から南部晋氏を経て A5･6図の元図として存在を推定

現蔵者不明

南部晋 徳勝寺蔵 Aa像の部分模写 7

東京大学史料編纂所蔵 Aa像の現状模写 8

理覚院蔵 9

脇坂氏から草場氏を経て 10

長浜市長浜城歴史博物館蔵

南部晋「稽古写」 長浜市個人蔵 習作か（右肩綴孔あり）

南部晋 不明 A10像の元図として存在を推定

南部晋「稽旧史謹図焉」 徳勝寺蔵 Ab像の部分模写 11

土佐系統の画家か 高野山持明院蔵 南禅寺錬甫宗純の著賛 12

重要文化財 13

滋賀県立安土城考古博物館蔵 B1像の現状模写 14

東京大学史料編纂所蔵 B1像の現状模写 15

福田久也 東京国立博物館蔵 B1像の現状模写 16

狩野山楽か 養源院蔵 17

B6像の元図として存在を推定

南部晋 徳勝寺蔵 Ba像の部分模写 18

南部晋氏を経て 19

財団法人下之郷共済会蔵

狩野派の絵師か 養源寺蔵 20

狩野清真か 21

伊藤長兵衛か

11 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､146

12 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P9､146

13 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、P316～317 

14 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P11､146

15 東京大学史料編纂所H.P同所蔵肖像画模本データベースで公開

16 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツで公開

17 山根有三1996年｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図１

18 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､146

19 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P15､146

20 森岡栄一2008年「コラム浅井長政像」『戦国大名浅井氏と北近江』P13

長浜市長浜城歴史博物館

21 山根有三1996年｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図２

表表１１　　浅浅井井長長政政像像一一覧覧

分類 素材 彩色 装丁 法量 （cm） 制作年代 奉納者

番号 有無 縦 横 制作依頼者

Ａ１ 絹本 著色 掛軸装 85.6 34.0 天正2年（1574）讃 徳勝寺源秀か

Ａ２ 絹本 著色 掛軸装 88.4 32.3 江戸時代初期か

Ａ３ 紙本 著色 掛軸装 86.1 33.9 明治時代 東京国立博物館

Ａ４ 絹本 著色 掛軸装 85.7 34.0 平成8年（1996） 滋賀県立安土城考古博物館

Ａａ － － 掛軸装 － － 江戸時代か

Ａ５ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺

Ａ６ 紙本 著色 掛軸装 100.5 37.8 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所

Ａ７ 絹本 著色 掛軸装 79.2 36.5 江戸時代か 井口氏か

Ａ８ 絹本 著色 掛軸装 98.3 39.7 江戸時代中期か 脇坂氏か

Ａ９ 紙本 著色 掛軸装 52.0 37.6 明治時代

Ａｂ － － 明治時代

Ａ10 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺

Ｂ１ 絹本 著色 掛軸装 99.5 43.0 天正17年（1589） 「有人」（淀殿）

Ｂ２ 紙本 著色 掛軸装 118.6 41.8 江戸時代（19世紀か） 浅井氏関係者か

Ｂ３ 紙本 著色 掛軸装 97.8 42.9 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所

Ｂ４ 紙本 著色 掛軸装 昭和2年（1927）頃 東京国立博物館

Ｂ５ 絹本 著色 掛軸装 124.0 62.5 文禄3年（1594）か 淀殿か

元和7年（1621）か 崇源院か

Ｂａ 著色 脇坂若狭か

Ｂ６ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺

Ｂ７ 紙本 著色 掛軸装 104.7 38.3 江戸時代中期か

Ｃ１ 絹本 著色 掛軸装 119.5 60.1 寛永9年（1632）～ 東福門院

寛永12年（1635）

出出典典

1 滋賀県立安土城考古博物館1996年『平成8年度秋季特別展元亀争乱』P9

2 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、

P305～306

3 滋賀県立琵琶湖文化館1987年『滋賀県指定文化財－美術工芸品－』作品番号23

4 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P15

5 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツで公開

6 高木叙子1997年｢浅井長政像模写事業報告｣『紀要第5号』P24～26

滋賀県立安土城考古博物館

7 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､146

8 東京大学史料編纂所H.P同所蔵肖像画模本データベースで公開

9 長浜市高月観音の里歴史民俗資料館2011年企画展『浅井三姉妹ゆかりの里』で展示

10 福井市郷土歴史博物館2006年『平成18年春季特別展柴田勝家』P18、76
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